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『2012 年報』の刊行にあたって 

 

 最初の『学報』を 2010 年度に刊行する際，わたしたちには 3つの目的が念頭にあった。3年目を終えた

今，改めてこの 3 つの目的をふりかえりたい。 

 第 1 の目的は，社会に向けての広報機能の強化であった。公立の高等教育機関の生命線は地域社会の理解

や支持であり，その意味では，本学に常に期待されているのは，両学科の専門性・特性を活かした目に見え

る地域貢献であると言ってよい。そのためには，短大の情報をできるだけ集約して，わかりやすく市民に伝

えるための新たな媒介が有効であると考えた。そこで，年度ごとの報告を中心とした冊子体の『年報』に加

えて，より詳細な教員情報を学校基本情報の一環として WEB でも公開した。さらに 2011 年度からは，学科

や事務部局，委員会等，全学の組織的な活動実績を明らかにするために『短大組織の自己点検報告書』をま

とめる等，自己点検に基づく広報内容の充実に努めてきた。 

 第 2 の目的は，本学の活動に対する地域社会からの評価を受けることであった。本学の現況を学内外に対

して明らかにするだけでは『年報』が目的を果たしたとは言えず，市民からの批判や要望に耳を傾け，その

声に応える努力につなげなければ意味がない。この機能の向上をはかるために，機構改革の一環として，外

部アドバイザー委員会を新設した。学外から招へいした委員からの貴重な意見を，大学運営に反映させてい

るところである。さらに，本学の教育・研究・社会活動に対しては，外部アドバイザー委員会以外にも，学

外からの客観的評価を得ている。2012 年度の例をいくつか挙げると，まず，倉敷市立短期大学子育てカレ

ッジが岡山県夢づくり推進賞（岡山県備中県民局）を受賞した。「奈良萬の小路」のロゴデザインや「岡山

まちの夢アイデイアコンテスト」等，地元の様々なコンテストで，学生たちが入賞・入選を果たした。そし

て，シンポジウム「咲いた、咲いた、保育の花が，どこに？どんな？どうやって？」が岡山県「平成 24 年

度若者のためのライフデザイン支援事業」に採択され，成功裡に終了したことも記憶に新しい。 

 『年報』を刊行する第 3の目的は，大学全体の教育・研究・社会活動・管理運営の改善と活性化であった。

これを促進するために，長年の懸案であった委員会組織の再編に着手し， 2012 年度に完了することができ

た。上記の外部アドバイザー委員会の設置もこの一環である。また，組織体の再編に合わせて，学内の諸規

程も全面的に改訂した。これをやり遂げられたのは，2012 年度の規程等検討委員会の粘り強い活動のおか

げである。ただし，こうした機構改革は，本学の魅力アップと内容の充実に向けてのいわば基盤整備に過ぎ

ない。この成否は，教職員一人ひとりの今後の行動にかかっていることは言うまでもない。 

 『2012 年報』の刊行にあたって，これまでの歩みを振り返るとともに，これから目指すべき方向を学内

でしっかりと共有しておきたい。そして，短大全体が心を一つに，市民の期待に応え得る学校づくりにむけ

て，今日からまた成果を積み重ねていきたいと思う。 

2013 年 5 月 24 日 

倉敷市立短期大学 

学長 江島 幹雄 
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２．開学からの歩み 

 

 

1968（昭和 43）年 4 月 倉敷保育専門学院（夜間部･3 年課程）の創設 

 

1974（昭和 49）年 4 月 倉敷市立短期大学保育科第二部（夜間課程）に改組 

 

1983（昭和 58）年 4 月 保育科第一部（昼間課程）の併設 

 

1994（平成 6）年 4 月 服飾美術学科の新設 

 

1995（平成 7）年 4 月 保育科第二部の廃止 

 

2003（平成 15）年 2 月 倉敷市立短期大学審議会の設置 

 

  4 月 専攻科（保育臨床専攻・服飾美術専攻）の開設 

 

2005（平成 17）年 3 月 倉敷市立短期大学審議会の「最終答申」 

 

   市立短期大学改革検討委員会の設置 

 

2006（平成 18）年 2 月 市立短期大学改革検討委員会「報告書」 

 

2007（平成 19）年 3 月 倉敷市立大学審議会の設置 

 

2009（平成 21）年 3 月 倉敷市立大学審議会「最終答申」 

 

2010（平成 22）年 3 月 大学評価・学位授与機構 短期大学期間別認証  

   評価（短期大学評価基準適合） 
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３．短大の現況 
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３．短期大学の現況 

 

1 短期大学名 倉敷市立短期大学 

2 所在地 岡山県倉敷市児島稗田町 160 番地 

3 学科等の構成 

  入学定員 総定員 

学 科 
保育学科      50      100 

服飾美術学科      50      100 

専攻科 
保育臨床専攻       5       10 

服飾美術専攻       5       10 

 

4 学生数および教員数（平成 25 年 5月 1日現在） 

    学生数 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  学生数 1 年 2 年 

保育学科 

（男） 6  2 4 

（女） 107 56 51 

（計） 113 58 55 

服飾美術学科 

（男） 3 0 3 

（女） 103 51 52 

（計） 106 51 55 

本科計 219 109 110 

保育臨床専攻 

（男） 1 0 1 

（女） 10 6 4 

（計） 11 6 5 

服飾美術専攻 

（男） 1 0 1 

（女） 11 5 6 

（計） 12 5 7 

専攻科計 23 11 12 

総  計 242 120 122 
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    専任教員数 

 教員数 教授数 准教授 講師 助教 

保育学科 12 5 3 4 0 

服飾美術学科 11 3 5 2 1 

保育臨床専攻 
本科（保育学科，服飾美術学科）と兼務 

服飾美術専攻 

 

 

5 教育目標 

短期大学の教育目標 

 保育及び服飾美術に関する専門的な理論と実際的な技能の教授及び研究を行うことにより，教養豊かな社

会人を育成することを目的とする。 

 

保育学科の教育目標 

 保育学科は，一人一人の学生の主体性と個性を尊重した少人数体制における指導・援助の下，保育者とし

ての資質及び保育に関する専門的知識・技能並びにそれらを適切かつ創造的に活用できる保育実践力を修得

し，卒業後においても学び続ける意欲を持った保育者の養成を目的とする。 

 

服飾美術学科の教育目標 

 服飾美術学科は，芸術・デザイン・ファッションに関する基礎的な理論と実技の修得を通じて，多様なメ

ディアやテクノロジーに対する理解力と多角的な視点を養い，学内外を学びの場として捉え，積極的に行動

し考えることのできる，創造的で実践的なクリエーターの養成を目的とする。 

 

専攻科の教育目標  

 本学に精深な程度において特別の事項を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

 

保育臨床専攻の教育目標 

 保育臨床専攻は，短期大学等での幼児教育・保育に関する学修を基礎に，一人一人の学生の主体性と個性

を尊重した少人数体制における指導・援助の下，保育者としての資質及び保育・子育て支援に関するより高

度な専門知識・技能並びにそれらを適切かつ創造的に活用できる保育臨床的実践力を修得し，修了後におい

ても学び続ける意欲をもった子育て支援の専門家の育成を目的とする。 

 

服飾美術専攻の教育目標 

 服飾美術専攻は，専門知識や技術，社会構造の変化に即応する力，仕事を遂行していくための高い倫理観

と幅広い教養の修得が，大学教育に必要であると考え，生活者と生活者，生活者と地域社会といった，「関
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係性を創造するデザイン力」を重要な柱とした教育を行う。さらに，デザインを機軸にして物事を考え，学

びを地域社会や産業に活かすことのできる，意欲ある人材の育成を目的とする。 

 

 

 

入学者数 

 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 

保育学科 62 55 53 54 54 58 

服飾美術学科 58 54 55 54 52 51 

専攻科（保育臨床専攻） 5 3 6 6 5 6 

専攻科（服飾美術専攻） 5 8 7 3 7 5 
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４．教育研究組織図 
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５．短大全体の社会活動（2012 年 4 月～2013 年 3 月） 
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１　一般市民・地域住民を対象とした活動

１－１　保育学科

○公開講座

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

発達障がいのある子どもの理解と保育Ⅰ 7月8日 日本放課後児童指導員協会(佐賀） 長田実

発達障がいのある子どもの理解と保育Ⅱ 7月15日 日本放課後児童指導員協会(滋賀） 長田実

倉敷市立短期大学公開講座「夏休みの思い出の絵を描こう」 8月8日 倉敷市立短期大学 金山和彦

倉敷市立短期大学公開講座「音探し・音マップ 音を探して音

マップを作ろう！」
8月23日 倉敷市立短期大学 三川美幸

｢肢体不自由のある子どもたちの将来を見通した指導・支援のあ

りかた」
8月24日 岡山県立早島支援学校 長田実

ライフパーク公開講座「絵本で子育て孫育て」 9月21日 ライフパーク倉敷 溝手恵里

倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座・く

らしき市民講座「子ども虐待と家族への支援・共同子育ての第

一歩」

10月6日 ライフパーク倉敷 安形元伸

倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座・く

らしき市民講座　「夫婦いっしょに子育てを～お互いが親とし

て発達するために～」

10月21日 倉敷市立短期大学 寺薗さおり

倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座・く

らしき市民講座「『課題の構造化』で支援の見通しを探る」
11月2日 ライフパーク倉敷 長田実

「障害児に対する動作訓練実習」公開講座講師 11月23日・24日 筑波大学 長田実

教室でいきる自立活動 11月23日・24日
筑波大学附属桐が丘

特別支援学校
長田実

倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座・く

らしき市民講座座「教育・保育の評価―その基本と方法、活か

し方について」

1月20日 ライフパーク倉敷 三輪千明

倉敷市立短期大学公開講座「トトロは英語をしゃべるか―アメ

リカを駆ける日本アニメ」
1月24日 倉敷市立短期大学 安達励人

倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座・く

らしき市民講座座「子育ての意欲を高めるコミュニケーショ

ン」

1月31日 ライフパーク倉敷 木戸啓子

倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座・く

らしき市民講座「事例を通して子どもや家庭への支援を考え

る」

3月2日 ライフパーク倉敷 門田昌子

○講演

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

平成24年度幼稚園保育園職員合同講演会「子どものよさを引き

出すコミュニケーション」
7月7日 リフレセンター備前 木戸啓子

子育てボランティア養成講座「子どもの発達について～発達を

うながす遊び～」
7月14日 くらしき健康福祉プラザ 木戸啓子

岐阜県児童福祉協議会虐待防止研究会「子どもたちへの治療的

かかわり～愛着の形成と職員のチームワーク～」
9月13日 岐阜県福祉農業会館 安形元伸

子育てボランティア養成講座「子どもの心を育てる文化財（絵

本を中心に）」
10月6日 くらしき健康福祉プラザ 溝手恵里

第3回上田女子短期大学幼児教育学科リカレント教育講座「保育

の意欲を引き出すコミュニケーション」
10月28日 上田女子短期大学 木戸啓子

美咲町藤原保育園講演会「絵本の大切さについて」 11月2日 美咲町藤原保育園 溝手恵里

平成24年度 岡山市保育協議会保育研究報告会「あなたの笑顔は

私の笑顔、私の笑顔はみんなの笑顔」
11月24日 岡山ふれあいセンター 奥富庸一

DCI日本支部・岡山セクション学習会「児童養護施設における虐

待事例への支援～青年期の子どもたちの自分史の整理を中心に

～」

2月15日 岡山市岡西公民館 安形元伸

しまね子育て支援プラス事業「まちの子育て応援団]講座

「『今』の親と子どもを理解するために」
2月15日 出雲市男女共同参画センター 安形元伸

○研修会

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

保育・教育に生かす運動遊びと運動会種目講習会 4月15日 作陽高等学校 奥富庸一

備前市保育協議会実践保育研修部４歳児グループ研修会 5月7日 備前市立片上保育園 木戸啓子

日本幼児体育学会認定 幼児体育指導員（初級）養成研修会 5月13日 岡山理科大学 奥富庸一

備前市保育協議会実践保育研修部２歳児グループ研修会 5月22日 備前市立片上保育園 木戸啓子

倉敷市保健福祉局子ども未来部子育て支援課 平成24年度倉敷市

児童クラブ障がい児対応専門研修会

「体を使った気軽にできる音楽遊び」

5月27日 倉敷市立短期大学 野村公江

倉敷市保健福祉局子ども未来部子育て支援課　倉敷市児童クラ

ブ障がい児対応専門研修会「特別支援教育の基礎　-障がいを知

ろう-」

5月27日 倉敷市立短期大学 長田実

茶屋町公民館春季講座「おやこだいがく」 6月9日 茶屋町公民館 奥富庸一

岡山県図書館職員等研修講座「乳幼児の児童文化財～児童サー

ビスとしての実践について」
6月15日 岡山県立図書館 溝手恵里
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総社市保育協議会職員研修会 6月16日 サントピア総社 木戸啓子

日本音楽療法学会認定制度必修講習会「音楽療法の技法」 6月16日 大阪音楽大学 三川美幸
倉敷市こども文庫交流会研修会「紙芝居の理論と方法」 6月19日 倉敷市中央図書館 溝手恵里

倉敷市保健福祉局子ども未来部子育て支援課　倉敷市児童クラ
ブ障がい児対応専門研修会「リサイクル廃材による楽しい玩具
の提案」

6月24日 倉敷市立短期大学 金山和彦

倉敷市保健福祉局子ども未来部子育て支援課　倉敷市児童クラ
ブ障がい児対応専門研修会「発達障がいと運動あそび」

6月24日 倉敷市立短期大学 奥富庸一

肢体不自由児の「自立活動研修」 7月3日 岡山県立西備支援学校 長田実
岡山県図書館職員等研修講座「乳幼児の児童文化財～児童サー
ビスとしての実践について」

7月6日 鏡野町立図書館 溝手恵里

総社市保育協議会研修会「絵画指導について」 7月19日 総社市総合福祉センター2Ｆ 金山和彦
四国学院大学子どもの広場，造形講座講師「音の工作あそび」 7月21日 四国学院大学ノトス館 金山和彦

平成24年度倉敷市乳児保育研修会 8月2日･ 9日 倉敷市役所 寺薗さおり

倉敷市公立幼稚園教育研究会　絵本部会研修会「子どもの発達
と絵本」

8月10日 ライフパーク倉敷 溝手恵里

社会福祉法人総社福祉会職員研修 8月25日
社会福祉法人総社福祉会第二すみ
れ保育園

木戸啓子

日本音楽療法学会認定制度必修講習会「音楽療法概論」 9月7日・23日
シーガイアコンベンションセン
ター、大阪音楽大学

三川美幸

子育て広場ネットワーカー新人研修会 9月10日 倉敷市役所 木戸啓子

身体に障がいのある子どもの理解と保育 9月14日 倉敷市学童保育連絡協議会 長田実
平成24年度倉敷市立万寿東幼稚園人権参観日 9月15日 倉敷市立万寿東幼稚園 野村公江

岡山県児童健全育成活動指導者研修会「A.S.E. -からだを使っ
た仲間づくりゲーム-」

9月21日 岡山ふれあいセンター 奥富庸一

総社市保育協議会主任部会研修会「絵本のよみきかせについ

て」
9月21日 サンワーク総社 溝手恵里

国際協力機構（JICA)・お茶の水女子大学主催　中西部アフリカ

幼児教育研修「ECDの概念と国際支援の動向」
9月27日 JICA東京 三輪千明

肢体不自由児の「自立活動研修」 10月16日 岡山県立西備支援学校 長田実
身体に障がいのある子どもの理解と保育 10月22日 倉敷市学童保育連絡協議会 長田実

赤磐市立石相保育園園内研修 10月23日 赤磐市立石相保育園 木戸啓子
岡山県保育協議会保育会人権保育研究部研修 11月2日 ゆうあいセンター 木戸啓子

赤磐市立笹岡保育園園内研修 11月16日 赤磐市立笹岡保育園 木戸啓子
岡山県中学校教育研究会音楽部会研修会「音楽療法を知る～普
通学級、特別支援学級の授業で活かそう」

11月20日 倉敷市民会館 三川美幸

地域子育て支援拠点連絡会研修会 12月5日 くらしき健康福祉プラザ 木戸啓子
平成24年度職員研修「音楽療法について」 12月12日 岡山県立早島支援学校 三川美幸

学童保育ながおキッZ職員研修会「愛着の形成について」 1月7日 ながおキッZ 安形元伸
肢体不自由児の「自立活動研修」 1月19日 岡山県立西備支援学校 長田実
倉敷市保健福祉局子ども未来部子育て支援課「いきいき子ども

支援の会」「放課後子ども教室」「放課後児童クラブ」合同研
修会講師

2月5日 ライフパーク倉敷 金山和彦

日本音楽療法学会認定制度必修講習会「音楽療法の技法」 3月9日 大阪音楽大学 三川美幸
倉敷市学童保育連絡協議会指導員部会・研修会「愛着について
考えてみませんか」

3月13日 ライフパーク倉敷 安形元伸

○ワークショップ
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

親子の造形ワークショップ「親子でアート（カボチャな私）」
（茶屋町公民館）

6月23日 茶屋町公民館 金山和彦

倉敷市児島支所産業課「船に乗ってスケッチ探検！めざすは松

島，六口島」
8月１日・15日 松島・六口島 金山和彦

倉敷市連島公民館「夏休みふれあい体験講座」絵画指導講師 8月12日 倉敷市連島公民館 金山和彦

倉敷市連島公民館「親子の英語ふれあい活動」ハロウィンのあ
そび

10月28日 倉敷市連島公民館 安達励人

保育参観「音楽あそび」 11月10日 瀬戸内市立裳掛児童館 三川美幸

倉敷市連島公民館「親子の英語ふれあい活動」クリスマスのあ
そび

12月14日 倉敷市連島公民館 安達励人

倉敷市環境リサイクル局「廃材による工作活動講座」 3月9日 児島環境センター 金山和彦

○指導助言
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

女声合唱団「アンコーラ」音楽指導
2004年～現在に至る
（毎月1～2回）

倉敷東公民館 野村公江

倉敷市上の町保育園公開保育事前指導・助言 6月6日 倉敷市上の町保育園 木戸啓子

備前市保育協議会実践保育研修部公開保育 6月14日 備前市立伊里こども園 木戸啓子
赤磐市立笹岡保育園公開保育 6月16日 赤磐市立笹岡保育園 木戸啓子

倉敷市上の町保育園公開保育 6月28日 倉敷市上の町保育園 木戸啓子

赤磐市立軽部保育園公開保育 7月3日 赤磐市立軽部保育園 木戸啓子
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夏期「集中トレーニング」(肢体不自由児対象） 8月17日～19日
山梨心理リハビリテイション研究

会
長田実

夏期「集中トレーニング」(発達障がい児対象） 7月23日～27日
山梨心理リハビリテイション研究

会
長田実

クリスマスコンサート舞台装置制作指導（ノートルダム清心女
子大学音楽研究室）

7月31日 ノートルダム清心女子大学 金山和彦

「10代の主張」審査員長 8月25日 児島市民交流センター 奥富庸一
倉敷市教育委員会生涯学習課「子育て広場・子育て相談」相談

員
9月4日 倉敷市立中庄幼稚園子育て広場 安形元伸

倉敷市教育委員会生涯学習課「子育て広場・子育て相談」相談

員
9月19日

倉敷市立第五福田幼稚園子育て広

場
寺薗さおり

倉敷市教育委員会生涯学習課「子育て広場・子育て相談」相談
員

9月26日 倉敷市立茶屋町幼稚園子育て広場 門田昌子

倉敷市教育委員会生涯学習課「子育て広場・子育て相談」相談
員

9月28日 倉敷市立小川幼稚園子育て広場 門田昌子

倉敷市教育委員会生涯学習課「子育て広場・子育て相談」相談
員

10月9日 倉敷市立長尾幼稚園子育て広場 木戸啓子

学童保育指導員専門性研究会岡山支部倉敷ブロック実践検討会
「発達障がい児の放課後を豊かにしよう」

11月20日 くらしき作陽大学 安形元伸

備前市保育協議会実践保育研修部公開保育 11月22日 備前市立西鶴山保育園 木戸啓子

「子どもの理解と見立てについて～虚言を中心に～」 12月4日 第3ながおキッＺ 安形元伸
冬期「集中トレーニング」　　　(発達障がい児・肢体不自由児

対象）
12月22日～24日

山梨心理リハビリテイション研究

会
長田実

倉敷市学童保育連絡協議会・学童保育の質を考える会公開学童
保育

2月14日
倉敷市立乙島小学校キッズステー
ション

安形元伸

「学童保育事例検討会」 3月11日 第3ながおキッＺ 安形元伸

倉敷市立短期大学親子交流ひろば「楽器あそび」 3月11日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
三川美幸

岡山市保育協議会「第1ブロック研究委員会」助言指導 2010年度～2012年度 岡山市保育協議会 奥富庸一

倉敷市保育協議会「２歳児部会」助言 2011年度・2012年度 倉敷市保育協議会 木戸啓子

○演奏会
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

・Die scheerveiße Goncert（Vol3）
ソプラノ独唱

7月16日 ジーンズホール 野村公江

・第38回倉敷サマーコンサート
指導およびコーラス

8月18日 倉敷アイビースクェア 野村公江

・La Fontana d'armonia 9月23日 天神山文化プラザホール 野村公江

第38回倉敷合唱フェスティバル
伴奏

12月16日 倉敷市芸文館大ホール 野村公江

「バレンタインコンサート」 2月2日 ジーンズホール 三川美幸
・Die scheerveiße Goncert（歌い始めの会）ソプラノ独唱およ

び伴奏
3月3日 セラヴィ 野村公江

○イベント
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

岡山県男女共同参画平成24年度若者のためのライフデザイン支
援事業　公開シンポジウム「咲いた、咲いた、保育の花が　―
どこに？どんな？どうやって？」

3月16日 岡山国際交流センター 保育学科

１－２　服飾美術学科
○公開講座

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等
倉敷市立短期大学公開講座「かたちに触れよう〜糸をぐるぐる
ワークショップ」

7月21日 倉敷市立短期大学 田中孝明

倉敷市立短期大学公開講座「繊維の実験1　繊維を学ぶ」 7月31日 倉敷市立短期大学 道明伸幸
倉敷市立短期大学公開講座「繊維の実験2　糸・布を学ぶ」 8月1日 倉敷市立短期大学 道明伸幸

倉敷市立短期大学公開講座「実験レポートを書こう」 8月1日 倉敷市立短期大学 佐藤希代子
倉敷市大学連携講座「楽しい水彩画」 10月2日・9日・16日 倉敷市立短期大学 趙採沃

倉敷市立短期大学公開講座「フェルトによる縫い目のない袋作
り」

10月20日 倉敷市立短期大学 田中孝明

倉敷市立短期大学公開講座「色が違って見える！　色覚のあれ

これ」
11月9日 倉敷市立短期大学 内田洋子

○講演
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

色彩・デザイン講座 8月17日
国立青少年オリンピック記念セン
ター

内田洋子
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○展覧会

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

「日・韓現代美術展2012－高橋勝とその仲間たち展」 4月10日～14日 韓国文化院ギャラリー 趙採沃

「Paperworks : material as medium」 5月10日～6月21日 Flinn Gallery（ニューヨーク） 田中孝明

「Fiber Futures: Japan's Textile Pioneers」
7月21日～12月29日

2月1日～5月5日

Museum of Craft and Folk Art

（サンフランシスコ）

Design Museum（フィンランド・ヘ

ルシンキ）

田中孝明

「アジアコスモポリタン交流アートコスモス展」 8月18～24日 Gallery SHIMIZU 趙採沃

「オリジナル・ミニミニ絵画展」 10月1～6日
GINZAギャラリーアーチストスペー

ス
趙採沃

「Miniartextile Como」
10月6日～11月18日

／2月1日～2月24日

Villa Olmo（イタリア）／Le

Beffroi（フランス）
田中孝明

「9thクリスマス・アクリルBOX展」 12月10日～15日
GINZAギャラリーアーチストスペー

ス
趙採沃

「アジア創造美術展2013」 1月23日～2月4日 国立新美術館2階 趙採沃

東北支援プロジェクト「Shake Hand 3.11」アートイベント作品

参加
3月8日～3月11日

COCON KARASUMA 京都精華大学

kara-S
田中孝明

「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」，平成24年度倉敷市

産学共同研究事業による専攻科服飾美術専攻の学生作品展示企

画

3月23日～3月31日 林源十郎商店 田中孝明

○デザイン

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

お笑いコンビ「バッカルコーン」をデザインする 7月1日～11月30日 倉敷市立短期大学 上村晴彦

２　産業界との連携

２－２　服飾美術学科

○産学共同研究

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

「制服に関する研究」 2009～現在 尾崎商事株式会社 佐藤希代子

 平成24年度倉敷市産学共同研究事業「畳縁を生かした商品開発

のための研究」
5月～年3月

松井織物株式会社、倉敷市立短期

大学、他
田中孝明

○事業提案

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

「児島駅前七番街店舗企画・設計提案」 2月4日 児島商工会議所

服飾美術学科2年

藤本彩

松内紀之

○審査委員

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

倉敷市学生服等市場拡大推進事業公募審査員 4月20日 倉敷市児島支所 田中孝明

３　行政との連携

３－１　保育学科

○審議会・委員会委員

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

倉敷市公民館等運営審議会委員 2005年6月～現在 倉敷市 溝手恵里

（財）倉敷市文化振興財団倉敷文化ソサエティ21演劇・舞踊部

会委員（2010年より委員長）
2000年6月～現在 倉敷市 溝手恵里

（財）倉敷市文化振興財団倉敷文化ソサエティ21文学・映像・

美術部門部会委員（2011年より委員長）
2000年6月～現在 倉敷市 安達励人

倉敷市小学校英語科カリキュラム検討委員 2007年7月～現在 倉敷市 安達励人

倉敷市国民健康保険運営協議会委員 2007年4月～現在 倉敷市役所 野村公江

倉敷市男女共同参画審議会委員［会長］ 2011年4月～現在 倉敷市 安達励人

社会福祉協議会評議員会
2011年4月～2012年7

月
倉敷市社会福祉協議会 長田実

倉敷市生涯学習推進協議会　　　委員（会長、議長兼任） 2008年8月～現在 倉敷市 長田実

倉敷市市民企画提案事業審議会委員
2012年12月26日～

2014年12月25日
倉敷市市民活動推進課 木戸啓子
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○審査委員

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

児童福祉施設福祉サービス第三者評価機関評価調査者 2012年度 社団法人全国保育士養成協議会 木戸啓子

箕面手作り紙芝居まつり審査員 1995年4月～現在 大阪府箕面市 溝手恵里

男女共同参画社会づくり表彰審査委員 2011年4月～現在 倉敷市男女共同参画課 安達励人

倉敷市長杯中学生英語スピーチコンテスト審査委員 2005年10月～現在 倉敷市 安達励人

○協議会委員

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

岡山県立高等学校評議員 2011年4月～現在 倉敷鷲羽高等学校 安達励人

「『生きる力』支援事業推進協議会」 2012年4月～現在 倉敷市教育委員会生涯学習課 門田昌子

社会福祉法人倉敷市総合福祉事業団評議員 2012年8月～現在
社会福祉法人倉敷市総合福祉事業

団
安形元伸

○運営委員会委員

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

倉敷教育センター運営委員会委員 2006年4月～現在 ライフパーク倉敷 野村公江

「倉敷市よい子いっぱい基金」運営

委員会委員
2010年4月～現在 倉敷市役所 野村公江

早島町町民総合会館運営委員 2012年4月～現在 都窪郡早島町 溝手恵里

○理事

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

倉敷市文化連盟理事 1989年4月～現在 倉敷市役所 野村公江

倉敷市合唱連盟理事 2005年4月～現在 市民活動センター 野村公江

４　学校園との連携

４－１　保育学科

○出前授業・交流授業

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

多文化保育の実践 9月25日 倉敷市立稗田幼稚園
安達励人・三輪

千明

コース別進路学習（教育コース） 12月19日 岡山県立玉野高等学校 三輪千明

「親子体操：親子で仲良く」

作陽保育園運動会
10月1日 作陽保育園 奥富庸一

倉敷市大学連携講座「癒しのボディワーク」 12月8日 まびいきいきプラザ 学生・長田

専攻科保育臨床専攻「幼児の運動遊び演習」（園での運動あそ

び指導実践）

11月5日・19日・26

日・12月17日・1月

28日

倉敷市稗田保育園 奥富庸一

保育学科「幼児体育2」

（幼児に対する運動あそび指導実践）
12月11日 倉敷市稗田保育園 奥富庸一

保育学科「表現Ⅲ」

（幼児に対する口演童話実演）
12月18日 倉敷市稗田保育園 溝手恵里

保育学科「幼児体育2」

（幼児に対する運動あそび指導実践）
1月16日 倉敷市稗田保育園 奥富庸一

岡山県立和気閑谷高等学校 2月15日 岡山県立和気閑谷高等学校 門田昌子

幼児の英語あそびと異文化ふれあい活動
4月～3月（年間16

回）
倉敷市内幼稚園 安達励人

５　施設設備の開放

５－１　保育学科

事　　　　　項 月    日 場　所　等 氏名等

倉敷市立翔南高校スポーツ大会 5月13日 倉敷市立短期大学体育館

児島地区子育て支援協議会講演会 7月17日 倉敷市立短期大学体育館

おかやま地域子育て支援拠点ネットワーク見学交流会 8月1日 倉敷市立短期大学

倉敷市民スポーツフェスティバル バレーボール大会 10月28日 倉敷市立短期大学体育館

第72回幼少児健康教育セミナー 12月2日 倉敷市立短期大学 奥富庸一

市民ふれあいトーク 1月24日 倉敷市立短期大学

児島地区「子育てcafe」 2月12日 倉敷市立短期大学
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５－２　服飾美術学科

事　　　　　項 月    日 場　所　等 氏名等

アパレルCADを用いた究極のパターンメイク研修会」 11月10日・12月1日 倉敷市立短期大学CAD教室
内田洋子

上原真樹

６　その他（メディア等）

６－１　保育学科

○メディア
事　　　　　項 月    日 場　所　等 氏名等

LaLaMagazine「子どものトイレトレーニング（オムツはずれ）

どうしていますか？」
8月1日 山陽新聞LaLa 岡山 木戸啓子

○その他の団体等の委員・役員
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

岡山県臨床心理士会広報委員 2011年6月～現在 門田昌子
公益財団法人大学基準協会　短期大学評価分科会委員 2012年4月～現在 安達励人

岡山県保育士養成協議会理事・事務局長 2011年4月～現在 安達励人
特定非営利活動法人イングリッシュサイズ理事 2011年4月～現在 安達励人

６－２　服飾美術学科

○メディア
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

倉敷市立短期大学公開講座 7月2日 FMくらしき 上村晴彦

倉敷市立短期大学デニムウィーク、公開講座「フェルトによる
縫い目のない袋作り」

10月8日 FMくらしき 田中孝明

「Fiber Futures: Japan's Textile Pioneers」 2月1日
Helsingin Stanomat（フィンラン
ドの新聞）

田中孝明

「2013年卒業・修了制作展」 3月1日 KCT 田中孝明

「倉敷繊維」パリ展示への産学共同研究学生作品参加 3月12日・13日 朝日新聞 田中孝明
「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」，産学共同研究によ

る専攻科服飾美術専攻の学生作品展示
3月22日 朝日新聞 田中孝明

「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」，産学共同研究によ
る専攻科服飾美術専攻の学生作品展示

3月23日 KCT 田中孝明

「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」，産学共同研究によ
る専攻科服飾美術専攻の学生作品展示

3月24日 山陽新聞 田中孝明

「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」，産学共同研究によ
る専攻科服飾美術専攻の学生作品展示

3月27日 NHK 田中孝明

「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」，産学共同研究によ

る専攻科服飾美術専攻の学生作品展示
3月30日 読売新聞 田中孝明

○課外指導
事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等

2012秋のせんい児島瀬戸大橋まつりデザインコンテスト 6月～10月 児島競艇場 趙採沃
倉敷ファッションフロンティア2012 7月～10月 ファッションセンターほか 趙採沃

○その他の団体等の委員・役員

事　　　　　項 月    　日 場　所　等 氏名等
日本繊維製品消費科学会 中・四国支部　幹事 2007年～現在 佐藤希代子

７　学生の活動

７－１　保育学科
事　　　　　項 月　　　日 場　　　所 団　体　名

「こころの発達支援」 4月～3月 倉敷市子育て支援センター
学生有志（長田
実）

障がい児支援サークル活動 4月～3月 岡山県立早島支援学校 MAC (長田実)

「親子ふれあいパーク」

4月21日・5月19日・
6月23日・7月29日・

10月13日・12月15
日・1月19日・2月10
日

倉敷市立短期大学
運動体験部（奥

富庸一）

「倉敷っ子フェスティバル」 4月22日 児島児童館
シグマソサエ
ティ（奥富庸

一）
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“くららっこ”利用の保護者への旬の野菜のおたより配布 5月～2月
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
寺薗さおりゼミ

図工研究室・造形ワークショップ「牛乳パックの働く車」 5月3日
天満屋ハピータウン児島店セン

ターコート
金山和彦ゼミ

図工研究室・造形ワークショップ「母の日のプレゼント」 5月13日
天満屋ハピータウン児島店セン

ターコート
金山和彦ゼミ

親子音楽あそび 5月28日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

専攻科2年生（三

川美幸ゼミ生）

図工研究室・造形ワークショップ「備中環境フェア」（岡山県

備中県民局環境課）
6月9日 三井アウトレットパーク倉敷 金山和彦ゼミ

「親子のための工作『ドキドキ倉短・工作ひろば！～カメレオ

ンスティックとはたらく車をつくってあそぼう～』の指導」
6月23日 倉敷市ライフパーク音楽練習室 金山和彦ゼミ

平成24年度児島地区一般男女夏季バレーボール大会優勝 6月24日 中山公園体育館
バレー部（奥富

庸一）

親子音楽あそび 6月25日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

専攻科2年生（三

川美幸ゼミ生）

「はぐくみ岡山おぎゃっと21」 6月30日・7月1日 コンベックス岡山

シグマソサエ

ティ・運動体験

部（奥富庸一）

親子音楽あそび 7月9日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

専攻科2年生（三

川美幸ゼミ生）

音楽あそび 7月11日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
三川美幸ゼミ

幼児の異文化ふれあい・英語あそび活動 7月11日 倉敷市立稗田幼稚園
Kid's ABC（安達

励人）

親子音楽あそび 7月23日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

専攻科2年生（三

川ゼミ生）

えいようまなぼうエイ・エイ・オー 7月25日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
寺薗さおりゼミ

倉敷市立短大子どもの劇場公演

「児童クラブ南っ子」（学童保育）公演 7月26日 倉敷市立倉敷南小学校

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「老松ふれあいクラブ」公演（学童保育） 7月26日 倉敷市立老松小学校

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「ライフパークの集い」公演 8月19日 ライフパーク

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「瀬戸内学園」公演 9月17日 瀬戸内学園

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「笠岡金浦公民館・子育てサロン」公演 10月6日 笠岡金浦公民館

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

大学祭　子どもの劇場公演 10月13日・14日 倉敷市立短期大学

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「重度重複障害児者の幸せを願う会　ますかっと　“つどい＆

クリスマス会」公演
12月2日 ライフパーク倉敷

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「奈良佐保短期大学附属倉敷幼稚園」公演 12月8日 奈良佐保短期大学附属倉敷幼稚園

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「児島児童館　人形劇をたのしもう！」公演 12月9日 児島児童館

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「水島公民館・わいわいこどものゆめランド」公演 12月9日 水島公民館

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「琴浦中保育園生活発表会」公演 12月15日 児島交流センター

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

「倉敷市大学連携福祉事業・真備いきいきプラザ」公演 1月19日 真備いきいきプラザ

倉敷市立短大子

どもの劇場（溝

手恵里）

倉敷市立短大子どもの劇場30周年記念公演 3月2日・3日 倉敷市芸文館アイシアター

倉敷市立短大子

どもの劇場（野

村公江・溝手恵

里・金山和彦・

三川美幸）

あすなろ保育園（赤磐市）「なかよしキャンプ」 8月8日～10日 鳥取県岩美郡岩美町
保育学科1・2年

生有志

第15回児島夏祭りどんかっか（児島商工会議所） 8月11日 児島公園
運動体験部（奥

富庸一）

岡山県ことばを育てる親の会2012サマーキャンプ 8月18・19日
岡山県青少年教育センター閑谷学

校

保育学科1・2年

生有志   
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「10代の主張」審査員 8月25日 児島市民交流センター

シグマソサエ

ティ（奥富庸

一）

親子音楽あそび 8月27日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

専攻科2年生（三

川美幸ゼミ生）

図工研究室主催「くらたん・ずこうの夏休みの思い出の絵を描

こう」指導
8月28日 倉敷市立短期大学図工室 金山和彦ゼミ

「親子ふれあいパークinまび」（倉敷市大学連携福祉事業） 9月1日 まびいきいきプラザ
運動体験部（奥

富庸一）

生きる力応援プラン夢さがしの旅「さわやかデー」 9月15日・16日 倉敷市少年自然の家
保育学科1・2年

生有志

「はぐくみ岡山おぎゃっと21」 9月23日 イオンモール倉敷

シグマソサエ

ティ

運動体験部（奥

富庸一）

「デニムウィーク　クワイア」によるオープニングセレモニー

でのミニコンサート
10月9日 倉敷市立短期大学

専攻科有志（野

村公江・三川美

幸）

「音楽あそび」 10月10日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
三川美幸ゼミ

倉敷国際ふれあい広場2012「外貨コイン募金による国際貢献」 10月21日 倉敷市芸文館および友好の広場

保育学科1・2年

生と専攻科1年有

志（三輪千明・

三川美幸）

倉敷国際ふれあい広場2012　外貨コイン募金による国際貢献

「くらたん音楽隊」
10月21日 倉敷市芸文館および友好の広場

保育学科1・2年

生有志(三川美

幸）

第1回「くらんち」 10月24日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

子育てカレッジ

学生実行委員

幼児の異文化ふれあい・英語あそび活動 10月26日 倉敷市立中島幼稚園
Kid's ABC（安達

励人）

親子の異文化ふれあい・英語あそび活動 10月28日 倉敷市立連島公民館
Kid's ABC（安達

励人）

ハロウィンとあきあそび 10月31日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
安達励人ゼミ

第2回「くらんち」 11月28日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

子育てカレッジ

学生実行委員

あわてんぼうのクリスマスコンサート 12月3日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

専攻科1年生（野

村公江・三川美

幸）

すくすくらっこ(発育測定)

12月12日・1月23

日・2月10日・3月13

日

倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

（2/10のみ本学小児保健実習室）

専攻科保育臨床

専攻(寺薗さお

り)

ブラックシアター公演 12月12日 倉敷市立短期大学 溝手恵里ゼミ

倉敷青年ボランティアのつどい・第41回クリスマスのつどい 12月16日 くらしき健康福祉プラザ
保育学科1・2年

生有志

第3回「くらんち」 12月19日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

子育てカレッジ

学生実行委員

クリスマスミニコンサート 12月19日 児島交流センター 三川美幸ゼミ

ランチタイムクリスマスミニコンサート 12月20日 倉敷市立短期大学
音楽Ⅲ履修生(三

川美幸）

「みんながサンタ」　クリスマスコンサート 12月23日 児島交流センター 三川美幸ゼミ

幼児を対象としたリトミックを取り入れた「音楽遊び」プログ

ラム作成と実践

10月17日・24日・31

日・12月5日・12

日・18日・19日

倉敷市内の公立幼稚園3園・公立保

育園3園，民間保育園1園（全7園）
野村公江ゼミ

ブラックシアター公演 1月8日 倉敷市立短期大学 溝手恵里ゼミ

音楽であそぼう 1月9日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」
野村公江ゼミ

外貨コイン募金による国際貢献事業　―募金の分類と集計、日

本ユニセフ協会への寄託

1月16日・1月22日・

2月1日

倉敷市立短期大学　・　日本ユニ

セフ協会岡山支部

保育学科1・2年

生と専攻科1年有

志（三輪千明・

三川美幸）

第4回「くらんち」 1月23日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

子育てカレッジ

学生実行委員

倉敷市立短期大学こどもの森

2012
2月10日 倉敷市立短期大学 保育学科

・ポスター発表
全ゼミ・専攻科

2年生

・歌って踊って楽しいな！ 野村公江ゼミ

・ブラックシアター「まほうねず

　みのシュッポ」
溝手恵里ゼミ

・英語であそぼ 安達励人ゼミ

・藍人によるとこはい下津井節 門田昌子ゼミ

・音楽であそぼう 三川美幸ゼミ
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・親子ふれあいあそび
長田実ゼミ・

WITH

・楽しい乗り物の展示 金山和彦ゼミ

・第9回「親子ふれあいパーク」
運動体験部（奥

富庸一）

・倉敷市立短大子どもの劇場

　「きつねのいたずら」

倉敷市立短大子

どもの劇場(溝手

恵里）

・第3回すくすくらっこ

寺薗さおりゼ

ミ，専攻科１・

２年生有志

第5回「くらんち」 2月15日
倉敷市立短期大学親子交流広場

「倉短ひろば“くららっこ”」

子育てカレッジ

学生実行委員

「親子ふれあいイベント」（倉敷市スポーツ振興事業団主催） 3月3日 倉敷市水島緑地福田公園体育館
運動体験部（奥

富庸一）

3.11東日本大震災追悼　食と音と光のページェント 3月11日 児島市民交流センター
三川美幸ゼミ,専

攻科１年生

平成24年度岡山県人権啓発パートナーシップ推進事業「多文化

共生フォーラム2013」
3月24日

NPO法人ももたろう海外友好協会、

総社市山手公民館
三輪千明ゼミ

７－２　服飾美術学科

事　　　　　項 月　　　日 場　　　所 団　体　名

倉敷市立短期大学公開講座「かたちに触れよう〜糸をぐるぐる

ワークショップ」
7月21日 倉敷市立短期大学

テキスタイルデ

ザインゼミ

「心を繋ぐコラージュ―ワーク・ショップ」 7月29日 倉敷市立短期大学
ファッション

アートゼミ

倉敷市大学連携講座「楽しい水彩画」 10月2日・9日・16日 倉敷市立短期大学
ファッション

アートゼミ

「I ♡ デニム」　DENIM　WEEKにて上映 10月9日～11日 倉敷市立短期大学

服飾デザイン論

受講生および

ファッション

アートサークル

「バッカルコーン（漫才）」 10月13日 倉敷市立短期大学

ファッションク

リエイションゼ

ミ

「第17回倉敷ファッションフロンティア2012」 10月13日 倉敷ファッションセンター

モードデッサン

Ⅰ受講生および

ファッション

アートゼミ

ファッションアートサークル展示会 10月13日・14日 倉敷市立短期大学

ファッション

アートサークル

ほか

「ファッションショー」 10月13日・14日 倉敷市立短期大学
服飾美術学科1・

2年

2012秋のせんい児島瀬戸大橋まつりデザインコンテスト 10月20日 児島競艇場
モードデッサン

Ⅰ受講生

倉敷市立短期大学公開講座「フェルトによる縫い目のない袋作

り」
10月20日 倉敷市立短期大学

テキスタイルデ

ザインゼミ

「バッカルコーン（漫才）」 11月25日 トピア

ファッションク

リエイションゼ

ミ

「卒業・修了制作展 2013」 2月19日～2月24日 倉敷市立美術館

服飾美術学科・

専攻科服飾美術

専攻

「岡山まちの夢　学生アイディアコンテスト　公開プレゼン

テーション」優秀賞
2月23日 岡山国際交流センター

服飾美術学科1年

上松英理子

東北支援プロジェクト「Shake Hand 3.11」アートイベント作品

参加
3月8日～3月11日

COCON KARASUMA 京都精華大学

kara-S

テキスタイルデ

ザインゼミ

倉敷市中心市街地活性化事業「旧奈良萬街区生成整備・白井邸

再生整備事業」「奈良萬」「白井邸」ロゴデザイン採用
3月9日

服飾美術学科1年

花田祥子

服飾美術学科2年

伊丹園香

「ふちぶちへりべりてん〜縁縁縁縁展〜」　平成24年度倉敷市

産学共同研究事業による専攻科服飾美術専攻の学生作品展示
3月23日～3月31日 林源十郎商店

専攻科服飾美術

専攻1年

７－３　全学行事

事　　　　　項 月　　　日 場　　　所 団　体　名

オープンキャンパス
7月29日・10月13

日・14日
倉敷市立短期大学

倉敷市立短期大学デニムウィーク 10月9日～10月14日 倉敷市立短期大学

大学祭＆ファッションショー 10月13日・14日 倉敷市立短期大学
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６．教員の主要業績   

  保育学科 
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安達 励人 (ADACHI Reito)                        保育学科/専攻科保育臨床専攻 教授 

英文学・英語教育法 

学   位   博士(文学)(岡山大学) 

学   歴   2012 年 9 月 岡山大学大学院社会文化科学研究科博士後期課程修了 

I  研究業績 

［著書（訳書）］ 

・A Study of Japanese Animation as Translation, FL: Boca Raton, Dissertaion.com Publishing, Oct. 

25, 2012. xiii + 293pp. ISBN: 978-1612339481（単著） 

・『みんなの幼児教育の未来予想図』ナカニシヤ出版，2013 年 3 月 30 日. xiv + 322pp. ISBN: 978-779507533

（共訳，4・5章担当） 

［学会発表］ 

・“Hayao Miyazaki in Translation,” The 34th International Conference on the Fantastic in the Arts 

(IAFA［国際幻想芸術学会］), March 22, 2013, Florida: Orlando.（単独） 

［研究助成］ 

・「日本アニメーションの翻訳分析による，視聴覚メディア・テクストの特性の研究」 

 日本学術振興会科研費（基盤研究（Ｃ））課題番号 23520355（個人） 

II 教育活動   

 本 科：英語Ｉ（コミュニケーション）・II（〃）・III・IV，文学，総合演習 

 専攻科：教育映像表現演習，専門英語文献購読 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］ 

・公益財団法人大学基準協会 短期大学評価分科会委員 

・倉敷市男女共同参画審議会委員［会長］ 

・倉敷市小学校英語科カリキュラム検討委員 

・岡山県立高等学校評議員 

・岡山県保育士養成協議会理事・事務局長 

［講演・指導・助言等］ 

・幼児の英語あそび・異文化ふれあい活動講師，倉敷市内幼稚園・公民館，年間 18 回 

・倉敷市長杯中学生英語スピーチコンテスト審査委員，10 月 20 日，健康福祉プラザ 

・「トトロは英語をしゃべるか」倉敷市立短期大学公開講座講師，1月 24 日 
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長田 実 (NAGATA  Minoru）                    保育学科/専攻科保育臨床専攻 教授 

障がい児保育・教育 

Ⅰ 研究業績 

  [学会発表] 

2012 心理リハビリテイション研究大会・関東大会  助言者 

Ⅱ 教育活動 

1  倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：障がい児保育(後期・前期)、社会的養護Ⅰ、総合演習 

  専攻科：臨床動作学、ADHD・Aｓ臨床実習(前期・後期)、発達臨床心理学、障がい児臨床演習(隔年) 

2  他大学における主な授業科目 

  ・倉敷看護専門学校：臨床心理学 

Ⅲ 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・平18.8～24.7  社団法人倉敷市総合福祉事業団評議員 

・平18.4～現在  日本リハビリテーション心理学会評議員 

・平20.8～現在   倉敷市生涯学習推進協議会委員（会長、議長兼任） 

・平22年度～現在  倉敷市障がい児保育アドバイザー 

［講演・指導・助言等］ 

・平 24「こころの発達支援」倉敷市子育て支援センター（月 1回）講師 

・平 24「発達障がいのある子どもの理解と保育Ⅰ・Ⅱ」講師 日本放課後児童指導員協会 

・平 24「障害児に対する動作訓練実習」 筑波大学公開講座講師 

・平 24 自立活動セミナー講師「教室でいきる自立活動」 筑波大学附属桐が丘特別支援学校 

・平 24 倉敷市児童クラブ障がい児対応専門研修会講師  倉敷市子ども未来部 

・平 24 公開講座「肢体不自由のある子どもたちの将来を見通した指導・支援のありかた」特別支援教育関係者

対象講演  岡山県立早島支援学校 

・平 24 肢体不自由児の「自立活動研修」講師 岡山県立西備支援学校(3 回シリーズ) 

・平 24 夏期・冬期「集中トレーニング」指導講師 山梨心理リハビリテイション研究会 

・平 24「癒しのボディワーク」講師 倉敷市大学連携講座 まびいきいきプラザ 

・平 24 障がい児保育アドバイザー派遣事業, 倉敷市子ども未来部 

（対象園：浦田保育園,赤崎保育園,大畑保育園） 
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野村 公江（NOMURA Kimie）                      保育学科/専攻科保育臨床専攻 教授 

音楽教育，鍵盤楽器（ピアノ） 

 

I  研究業績 

［演奏会］ 

・Die scheerveiße Concert（Vol3），2012 年 7 月 16 日，ジーンズホール 

・La Fontana d’armonia，2012 年 9 月 23 日，天神山文化プラザホール 

・第 25 回文化展（女声合唱団アンコーラ），2012 年 11 月 17 日，倉敷東公民館 

・第 38 回 倉敷合唱フェスティバル，2012 年 12 月 16 日，倉敷市芸文館大ホール 

・Die scheerveiße Concert（歌い始めの会），2013 年 3 月 3 日，セラヴィ 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科： 音楽Ⅰ（１），音楽Ⅰ（２），保育内容の研究・表現Ⅰ，総合演習 

専攻科： 音楽実技内容研究１，音楽教育指導法，特別研究 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市国民健康保険運営協議会委員副会長（2007 年度～現在）  

・倉敷教育センター運営委員会委員（2006 年度～現在） 

・「倉敷市よい子いっぱい基金」運営委員会委員（2010 年度～現在） 

・倉敷市文化連盟理事（1989 年度～現在） 

・倉敷市合唱連盟理事（2005 年度～現在） 

 

［研修会］  

・平成 24 年度倉敷市児童クラブ障がい児対応専門研修会「体を使った気軽にできる音楽遊び」，倉敷市立短

期大学，2012 年 5 月 27 日 

・平成 24 年度倉敷市立万寿東幼稚園人権参観日；2012 年 9 月 15 日，倉敷市立万寿東小学校 
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溝手 恵里 （MIZOTE Eri）                      保育学科/専攻科保育臨床専攻 教授 

児童文化学 

I  研究業績 

[学術論文] 

・「領域別にみた教育実習生の実習内容の検討Ⅱ― 領域「言葉」における児童文化財の活用 ―」（共）『倉敷市立

短期大学研究紀要 56 号』，PP.7-11, 2013 年 3 月 

［学会発表］ 

・「領域別にみた教育実習生の実習内容の検討Ⅱ― 領域「言葉」における児童文化財の活用 ―」（ポスター発表）

（共）， 2012 年，5月 22 日，東京家政大学 

[セミナーでの発表]  

・Mizote Eri ，The Influences of D’Arc Marionette on Japanese Theatres, Puppetry and Art in Japan，

SOAS，University of London，May 11, 2012. 

［公演活動］ 

・ズンチャチャ＆備中温羅太鼓プレゼンツ！岡山情熱ダンスパフォーマンス「踊りゃー！」出演（ダンス），プ

レパフォーマンス、2012.10.3，岡山城 ，パフォーマンス，2012.11,17，城下地下駐車場広場（雨天の為岡山城

から変更），企画・制作，ズンチャチャ，主催，岡山県 岡山県民文化祭実行委員会 

II 教育活動 

［担当科目］ 

昨年度と同じ 

［本学における課外活動の指導など］ 

・倉敷市立短大 子どもの劇場」の指導、公演の演出等 

「重度重複障害児者の幸せを願う会 ますかっと“つどい＆クリスマス会」公演，「水島公民館・わいわいこど

ものゆめランド」公演，「倉敷市大学連携福祉事業・真備いきいきプラザ」公演，「倉敷市立短大子どもの劇場

３０周年記念公演」 他、26 公演の指導、演出 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・箕面手作り紙芝居まつり審査員，（財）倉敷市文化振興財団倉敷文化ソサエティ 21 演劇・舞踊部会委員， 

倉敷市公民館等運営審議会委員，早島町町民総合会館運営委員 

［講演・指導・助言等］ 

・図書館職員等研修講座「乳幼児の児童文化財～児童サービスとしての実践について」，2012 年 6 月 15 日，7月 6

日 ・倉敷市こども文庫交流会研修会「紙芝居の理論と方法」，2012 年 6 月 19 日 ・倉敷市公立幼稚園教育研究

会 絵本部会研修会「子どもの発達と絵本」，2012 年 8 月 10 日 ・総社市保育協議会主任部会研修会「絵本のよ

みきかせについて」，2012 年 8 月 21 日 ・「絵本で子育て孫育て」，2012 年 9 月 21 日，ライフパーク倉敷 ・子

育てボランティア養成講座「子どもの心を育てる文化財（絵本を中心に）」，2012 年 10 月 6 日 ・「絵本の大切さ

について」，2012 年 11 月 2 日，美咲町藤原保育園
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三輪 千明（MIWA  Chiaki）                        保育学科/専攻科保育臨床専攻 教授 

比較・国際教育学、国際教育開発論 

 

I  研究業績 

［著書（訳書）］ 

・日本比較教育学会編『比較教育学事典』東信堂、2012 年（共著） 

［報告］ 

・「幼児教育の現場からみた在日南米人児童の学力形成の課題」『国際教育』第 18 号、日本国際教育学会発

行、2012 年 9 月、pp.91-93（単著） 

［学会発表］ 

・「在日南米人幼児の就学レディネスと公立小学校への移行－ある保育現場での観察から―」日本保育学

会第 65 回大会、2012 年、東京家政大学（単独） 

・「国際援助機関による幼児教育支援の原理と動向」日本教育制度学会第 20 回大会、2012 年、岡山大学（単

独） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：保育原理Ⅰ、保育原理Ⅱ、教育原理、教育実習、教育実習法、保育・教職実践演習、教育学 

  専攻科：子どもの人権教育論、比較教育特論、特別研究 

［本学における課外活動の指導など］ 

・外貨コイン募金による国際貢献事業実行委員会 

 

III 社会活動 

［講演・指導・助言等］ 

・中西部アフリカ幼児教育研修（JICA/お茶の水女子大学）講師（2012 年 9 月 27 日） 

・倉敷市立短期大学子育てカレッジ・くらしき市民講座 講師（2013 年 1 月 20 日） 

［その他］ 

・岡山県立玉野高等学校コース別進路学習講師（2012 年 12 月 19 日） 

・日本国際教育学会 2013 年春季研究会 分科会コメンテーター（2013 年 3 月 4 日） 
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安形 元伸（AGATA Motonobu）                保育学科／専攻科保育臨床専攻 准教授 

児童家庭福祉・社会的児童養護 

 

I  研究業績 

［著書（訳書）］ 

・「第 2章 第 2節 子ども・職員集団づくりの実践」堀場純也編『子どもの社会的養護内容』福村出版,2013

年。pp.72～83 

・「第 3 章 支援の計画と内容および事例分析」春見静子・谷口純世編『社会的養護内容』光生館,2012 年。

pp.56～98 

［学術論文］ 

・「児童養護施設における『愛着』の形成についての考察」、倉敷市立短期大学研究紀要、第 56 号、2012 年

3 月（単著・査読なし）,pp.13～16 

［学会発表］ 

・第 41 回全国児童養護問題研究会全国大会「社会的養護と愛着の形成についての一提案」2012 年 6 月（単

独） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科： 社会福祉,児童家庭福祉,相談援助,社会的養護Ⅰ,総合演習 

  専攻科：生活福祉論,児童福祉特論,子育て支援体験実習,特別研究 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］ 

・社会福祉法人倉敷市総合福祉事業団評議員（2012 年～現在） 

［講演・指導・助言等］ 

・しまね子育て支援プラス事業 出雲市男女共同参画センター（くすのきプラーザ）［まちの子育て応援団］

講座「『今』の親と子どもを理解するために」講演（2013 年 2 月） 

・岐阜県児童福祉協議会虐待防止研究会 学習会 講師「子どもたちへの治療的かかわり～愛着の形成と職

員のチームワーク～」(2012 年 9 月） 
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金山 和彦（KANAYAMA Kazuhiko）                  保育学科／専攻科保育臨床専攻 准教授 

幼児造形・美術教育 

 

I  研究業績 

［学術論文］ 

・「滑り台に関する調査報告」，倉敷市立短期大学研究紀要第 55 号，pp.17－22（単）平成 25 年 3 月 8

日 

［学会発表］ 

・「造形ワークショップにおける親子支援について」全国保育士養成協議会第 51 回研究大会，京都（京

都文教大学），平成 24 年 9 月７日（単） 

[作品・デザイン] 

・男女共同参画漫画啓発パネル展示作品「男性の育児参加について」，倉敷市市民局人権政策部男女共同参

画課，平成 24 年 6 月，倉敷市役所１F ロビー 

・「下津井港漁船」Ｆ100 号，会員無審査，第 74 回大潮会美術展，東京都美術館，平成 24 年 11 月 26 日～

12 月 2日 

II 教育活動 

［担当科目］ 

・保育学科「保育内容の研究・表現Ⅱ(1)」「保育内容の研究・表現Ⅱ(2)」 

「図画工作（1）」「図画工作(2)」「総合演習」 

・専攻科保育臨床専攻「保育内容特別演習（造形表現 1）」「保育内容特別演習（造形表現 2）」「幼児の環境

デザイン演習」 

[他大学における主な授業科目] 

・四国学院大学社会福祉学部子ども福祉学科「子どもの造形Ⅰ・Ⅱ」 

III 社会活動 

［講演・指導・助言等］ 

・岡山県私立幼稚園連盟研修会「造形活動、基本のキホン！」、玉島良寛荘、平成 24 年 8月 6日 

・玉野市保育協議会研修会講師、玉野市産業振興ビル技術研修室、平成 24 年 8 月 21 日 

・「いきいき子ども支援の会」「放課後子ども教室」「放課後児童クラブ」合同研修会における講師，倉敷市

保健福祉局子ども未来部子育て支援課，2013 年 2 月 5日 
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木戸 啓子（KIDO Keiko）                      保育学科／専攻科保育臨床専攻 准教授 

保育者のキャリア発達 

 

I  研究業績 

［著書（訳書）］ 

・「保育者への扉」，澤津まり子，木暮朋佳，芝﨑美和，田中卓也編著，建帛社，2012 年（共著）（Chapter

３-２「保育の場に出る実習」を執筆） 

［学術論文］ 

・「保育制度改革と保育施設経営：保育実践研究の立場から」，『教育制度学研究』（日本教育制度学会編），

53，pp.125-130，2012（共著） 

［学会発表］ 

・「保育実習生の自己評価からみる保育実習指導の検討」，全国保育士養成協議会第 51 回研究大会，京都文

教大学・京都文教短期大学，2012 年９月７日（単独） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：保育内容の研究・人間関係，保育内容総論，幼児教育課程論，保育実習Ｉ（１），保育実習 II，

保育実習法Ⅰ，保育実習法 II，保育・教職実践演習，総合演習 

  専攻科：幼児教育課程特論，親子支援演習Ⅰ 

２ 他大学における主な授業科目 

・倉敷看護専門学校：教育学 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・倉敷市教育委員会生涯学習課「子育て広場・子育て相談」相談員（2009 年４月～） 

［講演・指導・助言等］ 

・公開保育助言指導，倉敷市上の町保育園（2012 年６月 28 日） 

・倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修くららっこ講座「子育ての意欲を高めるコミュニケーション」，

ライフパーク倉敷（2013 年１月 31 日） 
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奥富 庸一（OKUTOMI Yoichi）                       保育学科/専攻科保育臨床専攻 講師 

健康行動科学・幼児体育 

 

職歴追加  2012 年 4 月～現在      関西福祉大学非常勤講師 

 

I  研究業績 

［学術論文］ 

・ 「母子の睡眠リズムをめぐるスパイラルモデルの検証」，日本幼児体育学会，『幼児体育学研究』，第 4巻第 1

号，pp.67-74，2012 年 7 月（共著） 

［学会発表］ 

・ 「子ども支援の企画といきいき実践―倉敷市立短期大学親子ふれあいパークの取り組み―」，第 9回すこやかキ

ッズ支援全国セミナー，筑波大学，2013 年 3 月 3日（単独） 

・ 「運動あそびを媒介とした親子健康支援プログラムの評価に関する予備的研究 2 ～二次元気分尺度を用いた

プログラム評価～」，日本幼少児健康教育学会第 31 回大会【秋季：岡山大会】，ノートルダム清心女子大学，2012

年 9 月 17 日（共同） 

[その他] 

・「保育者を目指す学生のための幼児の運動あそびノート」，アクセア，2012 年 4 月（共著） 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

 本 科： 保育内容の研究・健康(1)(2),幼児体育(1)(2),スポーツ,健康科学概論,総合演習 

 専攻科： 保育内容特別研究（健康）,幼児健康学演習,スポーツ 1・2 ,特別研究など 

２ 他大学における主な授業科目 

・新見公立短期大学：水泳実習（幼児教育学科） 

・関西福祉大学：健康体育法（看護学部，社会福祉学部），幼児体育Ⅰ（社会福祉学部） 

［本学における課外活動の指導など］ 

・運動体験部  ・倉敷市立短期大学シグマソサェティ  ・バレーボール部 

III 社会活動 

・ 倉敷市大学連携福祉事業委員（2009 年度～現在，2012 年度～ 委員長） 

・ 倉敷市児童クラブ障がい児対応専門研修会 講師（2009 年～現在） 

・ 岡山市保育協議会第 1ブロック研究委員会 助言者（2010 年 6 月～2012 年 2 月） 

・ 岡山県児童健全育成活動指導者研修会講師「A.S.E.」（2012 年 9 月 21 日） 
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門田 昌子（KADOTA  Masako）                   保育学科/専攻科保育臨床専攻 講師 

人格心理学・臨床心理学 

 

I  研究業績 

［学会発表］ 

・ 「保育所実習に対する自己評価質問紙の作成」, 日本発達心理学会第 24 回大会, 明治学院大学, 2013

年 3 月 15 日（連名） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：発達心理学 I・II，幼児臨床心理学，教育心理学，心理学，家族援助論，   総合演習 

  専攻科：心理学実験，発達心理学特論，教育心理学研究法，生理心理学 

 

２ 他大学等における主な授業科目 

  ・中国短期大学：人間発達学（総合生活学科） 

 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・「生きる力」支援事業推進協議会（2012 年 4 月～現在） 

・岡山県臨床心理士会広報委員（2011 年 6 月～現在） 

 

［講演・指導・助言等］ 

・ 子育て広場・子育て相談相談委員（倉敷市教育委員会生涯学習課），茶屋町幼稚園（2012 年 9 月 26 日），

小川幼稚園（2012 年 9 月 28 日） 

 

［公開講座］ 

・ 「事例を通して子どもや家庭への支援を考える」, 倉敷市立短期大学子育てカレッジ専門研修・くらし

き市民講座（2013 年 3 月 2日） 
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寺薗 さおり（TERAZONO Saori）                   保育学科/専攻科保育臨床専攻 講師 

小児保健 

 

I  研究業績 

［紀要］ 

・ 保育学生へのストレスマネジメント教育の効果～倉敷市立短期大学研究紀要,第56号,pp23-31,2012(共

著) 

・ ｢母親役割｣尺度作成のための予備調査～自由記述式質問紙調査から～,倉敷市立短期大学研究紀要,第

56 号,pp33-40,2012(共著) 

・ 保育専攻短期大学生の保育者効力感と対児感情の関連～実習による変化の視点から, 四国大学研究紀

要,(A) 38:pp69-74,2012(共著) 

［学会発表］ 

・ 保育学生へのストレスマネジメント教育の効果,日本心理学会第 76 回大会,専修大学,2012 年 9 月 13 日

(共著)  

・ 保育実習に対する自己評価質問紙の作成,日本発達心理学会代 24 回大会,明治学院大学,2013 年 3 月 15

日(共著) 

［研究助成］ 

・ 倉敷市短期大学24年度共同研究費,｢保育実習に対するストレスマネジメントプログラムの開発｣2011～

2012 年度(連名) 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：子どもの保健 I･Ⅱ 乳児保育概論 保育実習法 I･Ⅲ 保育実習Ⅰ(2)･Ⅲ 

  専攻科：乳児保育特論 1･2 子どもと家族の保育(教育) 相談 

２ 他大学における主な授業科目 

・ 吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科:子どもの保健 IA･IB･Ⅱ 

・ 吉備国際大学通信教育部心理学部子ども発達教育学科:子どもの保健 IA･IB･Ⅱ 

III 社会活動 

［講演・指導・助言等］ 

・ 平成 24 年度乳児保育研修会,倉敷市役所(2012 年 8 月 2日･ 9 日)  

・ 夫婦いっしょに子育てを～お互いが親として発達するために～倉敷市大学連携講座,(2012 年 10 月 21

日)  
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三川 美幸（MIKAWA  Miyuki）                       保育学科／専攻科保育臨床専攻 講師 

音楽・音楽療法 

 

I  研究業績 

［研究助成］ 

・中・四国保育士養成協議会研究助成報告,「音楽療法的視点の導入による学生の“音楽〟に対する意識変

化について」中・四国保育士養成協議会 2012 年総会資料 p.16-17（単独） 

 

［演奏・企画］ 

・「バレンタインコンサート」2012 年 2 月 12 日,児島交流センター 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科： 音楽Ｉ（Ⅱ），音楽Ⅱ（Ⅰ），音楽Ⅱ（Ⅱ），音楽Ⅲ，総合演習 

  専攻科： 音楽鑑賞法，音楽実技内容研究 2、特別研究 

 

２ 他大学における主な授業科目 

・神戸松蔭女子学院大学：文芸との触れ合い IX（総合文芸学科） 

 

III 社会活動 

［審議会・委員］ 

・岡山県保育士養成協議会養護実習委員会委員（2011 年 4 月～現在） 

・倉敷市大学連携福祉事業委員（2011 年 4 月～現在） 

 

［ワークショップ・講演］ 

・日本音楽療法学会認定制度必修講習会｢音楽療法の技法｣「音楽療法概論」2012年6月16日,9月7日,23日,2013

年3月9日,シーガイアコンベンションセンター他 

・ 倉敷市立短期大学公開講座 2012「音探し・音マップ 音を探して音マップを作ろう！」2012 年 8 月 23

日 

・岡山県中学校教育研究会音楽部会研修会「音楽療法を知る～普通学級、特別支援学級の授業で活かそう」

2012 年 11 月 20 日,倉敷市民会館 

・平成24年度職員研修会(岡山県立早島特別支援学校主催)「音楽療法について」2012年12月12日,岡山県立

早島支援学校 

・岡山県音楽療法研究会研修会「コミュニティー音楽療法について」2013年1月20日,きらめきプラザ 
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６．教員の主要業績   

  服飾美術学科 
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内田 洋子(UCHIDA Hiroko)                        服飾美術学科/専攻科服飾美術専攻 教授 

服飾造形、色彩学、デザイン、パターンメーキング、手工芸、色彩工学 

 

I  研究業績 

［学会発表］ 

・ 「LED 下における白色度評価Ⅱ」、色学誌、36、pp84-85、2012(共) 

・「FL-D65 と LED 光 源下 における白さの見えの相違」、日本繊維機械学会 

中国支部、2011（共） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：服飾造形論、服飾造形実習Ⅰ、パターンメーキングⅠ・Ⅱ、手工芸、アパレル企業実習、卒業

研究 

  専攻科：パターンメーキング論、服飾造形実技Ⅱ、手工芸論、手工芸演習、アパレル産業研修、特別研

究 

２ 他大学における主な授業科目 

・色彩学、生活支援 

［本学における課外活動の指導など］ 

・茶道部顧問 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・日本手芸作家連合会評議員、日本編物手芸協会常務理事、日本編物検定協会評議員、日本色彩学会白色度

研究会主査、日本色彩学会査読委員 

［講演・指導・助言等］ 

・「色彩・デザイン講座」 講習会講師 国立青少年オリンピック記念センター 

  日本編物手芸教会主催、2012.8.17 

・大学公開講座： 「色が違って見える！ 色覚のあれこれ」 講習会講師 

  倉敷市立短期大学、2012.11.9  

・ 「アパレル CAD を用いた究極のパターンメイク研修会」の会場校として任務遂行、2012.11.10(土)、

12.1(土) 
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大原 啓市（OHARA  Keiichi）                      服飾美術学科/専攻科服飾美術専攻 教授 

物性理論・数学教育・情報処理教育 

 

I  研究業績 

［学会発表］ 

・「近藤格子模型における Ginzburg-Landau-Wilson 理論」，日本物理学会講演概要集 第 68 巻 第 1号 第

3 分冊 第 68 回年次大会，広島大学、pp. 681，2013（共） 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：情報処理演習Ⅰ，Web 基礎演習，消費者調査法，数学，情報機器の操作Ⅰ・Ⅱ，アパレル企業

実習，卒業研究 

  専攻科：情報処理論，アパレルコンピュータ演習，アパレル産業研修 

２ 他大学における主な授業科目 

・倉敷看護専門学校：情報科学（2年課程・3年課程） 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］ 

・ 岡山県立倉敷工業高等学校学校評議員会・学校関係者評価委員（2010 年～現在） 
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上村 晴彦（UEMURA Haruhiko）              服飾美術学科/専攻科服飾美術専攻 准教授 

衣服論・身体論・芸術学・生態心理学 

 

I  研究業績 

［衣服デザイン・企画・展示］ 

・ 「日用の衣服と布製品の企画・展示」，aalto coffee・徳島，2012年5月13日〜20日（共） 

・ 「日用の衣服と布製品の企画・展示」，季の雲・滋賀，2012 年 10月 6日〜21日（共） 

・ 「日用の衣服と布製品の企画・展示」，本田・岐阜，2013年2月23日〜3月10日（共） 

 

［制作・デザイン］ 

・ 「てぬぐい」，Roundabout・東京，2012年4月22日（共） 

・ 「未晒し木綿」，東屋・東京， 2012年9月30日（共） 

 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科：ファッションクリエーション論，ファッションクリエーション演習， 

   服飾芸術総論，ライフスタイルプロダクト演習，アパレル企業実習，卒業研究 

  専攻科：生活情報論，ライフプロダクト論，生活文化環境論，アパレル産業研修， 

   ライフプロダクト演習Ⅰ，ライフプロダクト演習Ⅱ，特別研究 

 

［本学における課外活動の指導など］ 

・ 「バッカルコーン（漫才）」，ファッションクリエイションゼミ，倉敷市立短期大学・岡山（2012年10月13日），

トピア・岡山（2012年11月25日） 

 

 

III 社会活動 

［デザイン］ 

・ お笑いコンビ「バッカルコーン」をデザインする（ロゴ・ＤＭ・ホームページ・パーカーのデザインと制作，

ディレクション），ファッションクリエイションゼミ，倉敷市立短期大学・岡山（2012年7月1日〜11月30日） 
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佐藤 希代子(SATO Kiyoko)                       服飾美術学科/専攻科服飾美術専攻 教授 

被服衛生 

 

Ⅰ 研究業績 

[学術論文] 

・「セリシン加工した肌着が脳波に及ぼす影響」倉敷市立短期大学研究紀要 第 56 号 pp.47～51，2013 

  

[報告書] 

・「照明と演色性Ⅰ」（平成 24 年度倉敷市共同研究報告書）倉敷市立短期大学研究紀要 第 56 号 2013 

・「生理的・心理的側面からのアパレル商品開発に関する研究（第 1報）」（平成 24 年度倉敷市共同研究報告

書）倉敷市立短期大学研究紀要 第 56 号 2013 

 

 [倉敷市 共同研究費助成 研究] 

・「生理的・心理的側面からのアパレル商品開発に関する研究」，2012 

・「照明と演色性」，2012 

 

II 教育活動 

［担当科目］ 

１ 倉敷市立短期大学および専攻科における授業担当科目 

  本 科： 服飾人間環境学，服飾人間環境学実験，服飾人間工学，服飾管理学，服飾管理学実験，アパ

レル企業実習，卒業研究 

  専攻科： 生活文化環境論，被服生理学，被服生理学実験，被服衛生学，アパレル産業研修，特別研究 

２ 他大学における主な授業科目 

・川崎医療福祉大学医療福祉マネジメント学部：衣環境学（医療福祉デザイン学科） 

 

III 社会活動 

［審議会・委員会等］  

・日本繊維製品消費科学会 中･四国支部 幹事 2007～現在 

 [産学共同研究] 

・「制服に関する研究」，2009～現在（尾崎商事株式会社） 

[講演・解説] 

・「実験レポートを書こう」，平成 24 年度倉敷市立短期大学公開講座 2012.8.1 
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田中  孝明（ TANAKA Takaaki）  服飾美術学科 /専攻科服飾美術専攻  准教授  

テキスタイルアート・テキスタイルデザイン  

 

Ⅰ  研 究 業 績  

［ 学 術 論 文 ］  

・  「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て の 繊 維 造 形 」， 2013 年 ３ 月 ，倉 敷 市 立 短 期 大 学

研 究 紀 要 第 56 号 ， pp.53〜 62（ 単 著 ）  

［ 企 画 展 出 展 ］  

・  「 Paperworks : material as medium」， 2012 年 ５ 月 〜 ６ 月 ， Flinn Gallery（ ニ ュ

ー ヨ ー ク ）（ 共 ）  

・  「 Fiber Futures: Japan's Textile Pioneers」，2012 年 ７ 月 〜 12 月 ，Museum of Craft 

and Folk Art（ サ ン フ ラ ン シ ス コ ）（ 共 ） ／ 2013 年 2 月 〜 5 月 ，  Design Museum（ フ

ィ ン ラ ン ド ／ ヘ ル シ ン キ ）（ 共 ）  

［ 公 募 展 出 展 ］  

・  「 Miniartextile Como」，2012 年 10 月 〜 11 月 ，Villa Olmo（ イ タ リ ア ）（ 共 ）／ 2013

年 ２ 月 ， Le Beffroi（ フ ラ ン ス ）（ 共 ）  

［ 産 学 共 同 研 究 ］  

・  平 成 24 年 度 倉 敷 市 産 学 共 同 研 究 事 業 、「 畳 縁 を 生 か し た 商 品 開 発 の た め の 研 究 」，

2012 年 5 月 〜 2013 年 ３ 月 ， 松 井 織 物 株 式 会 社 （ 共 ）  

II 教 育 活 動  

［ 担 当 科 目 ］  

１  倉 敷 市 立 短 期 大 学 お よ び 専 攻 科 に お け る 授 業 担 当 科 目  

  本  科 ： テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン Ⅰ ， テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン Ⅱ ， 染 織 Ⅰ ， 染 織 Ⅱ ，  

      染 色 ， ア パ レ ル 企 業 実 習 ， 卒 業 研 究  

  専 攻 科 ： テキスタイルデザイン論，生活文化環境論，テキスタイルデザイン演習Ⅰ，

   テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン 演 習 Ⅱ ， 工 芸 染 織 ， 染 色 実 習 ， ビ ジ ュ ア ル デ ザ  

      イ ン 演 習 Ⅰ ， 特 別 研 究  

２  他 大 学 等 に お け る 主 な 授 業  

  ・ 吉 備 国 際 大 学 ： 基 礎 作 業 実 習 Ⅰ （ 作 業 療 法 学 科 ）  

III 社 会 活 動  

［ 審 議 会 ・ 委 員 会 等 ］  

・  倉 敷 市 学 生 服 等 市 場 拡 大 推 進 事 業 公 募 審 査 員 ， 2012 年 ４ 月 ， 倉 敷 市 児 島 支 所  

［ ワ ー ク シ ョ ッ プ ］  

・  「 か た ち に 触 れ よ う 〜 糸 を ぐ る ぐ る ワ ー ク シ ョ ッ プ 」，2012 年 度 倉 敷 市 立 短 期 大 学

公 開 講 座 ， 2012 年 7 月 ， 倉 敷 市 立 短 期 大 学  

・  「 フ ェ ル ト に よ る 縫 い 目 の な い 袋 作 り 」，2012 年 度 倉 敷 市 立 短 期 大 学 公 開 講 座 ，2012

年 10 月 ， 倉 敷 市 立 短 期 大 学  

［ 展 示 会 企 画 ］  

・  「 ふ ち ぶ ち へ り べ り て ん 〜 縁 縁 縁 縁 展 〜 」， 平 成 24 年 度 倉 敷 市 産 学 共 同 研 究 事 業

「 畳 縁 を 生 か し た 商 品 開 発 の た め の 研 究 」 の 学 生 作 品 展 示 企 画 ， 2013 年 ３ 月 ， 林

源 十 郎 商 店  
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福村  愛美（ FUKUMURA  Manami） 服飾美術学科 /専攻科服飾美術専攻  准教授  

家政学・被服心理学・服飾造形  

 

Ⅰ  研 究 業 績  

［ 学 術 論 文 ］  

・「 古 着 フ ァ ッ シ ョ ン に つ い て 」,倉 敷 市 立 短 期 大 学 研 究 紀 要  第 56 号 ,2013 年 3 月（ 共

著 ）  

 

Ⅱ  教 育 活 動  

［ 担 当 科 目 ］  

1. 倉 敷 市 立 短 期 大 学 お よ び 専 攻 科 に お け る 担 当 授 業 科 目  

本  科：服 飾 造 形 実 習 Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ ，パ タ ー ン メ ー キ ン グ（ CAD)Ⅱ ，ア パ レ ル 企 業 実 習 ，

卒 業 研 究  

専 攻 科：服 飾 造 形 実 技 Ⅰ・Ⅲ ，被 服 心 理 学 ，パ タ ー ン メ ー キ ン グ 論 ，生 活 文 化 環 境 論 ，

ア パ レ ル 産 業 研 修 ， 特 別 研 究  

 

Ⅲ  社 会 活 動  

[審 議 会 ・ 委 員 会 等 ] 

・ 日 本 家 政 学 会 被 服 心 理 学 部 会  中 国 ・ 四 国 地 区  地 区 委 員  
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松内  紀之（ MATSUUCHI Noriyuki）服飾美術学科 /専攻科服飾美術専攻  准教授  

工業意匠学・インテリアデザイン  

 

所 属 学 会 お よ び 団 体  

日 本 デ ザ イ ン 学 会 正 会 員 ， 日 本 都 市 学 会 会 員 ， 日 本 産 業 技 術 史 学 会 正 会 員  

 

Ⅰ  研 究 業 績  

［ 学 術 論 文 ］  

・「 博 多 祇 園 山 笠 に お け る 縄 の 巻 き 方 に つ い て 」， 倉 敷 市 立 短 期 大 学 研 究 紀 要 ， 第 53

号 ， pp.31～ 36, 2010 年 12 月 （ 単 著 ）  

・「 縄 の 巻 き 方 に み る 博 多 祇 園 山 笠 と 京 都 祇 園 祭 り 山 鉾 の 比 較 」， 倉 敷 市 立 短 期 大 学 研

究 紀 要 ， 第 55 号 ， pp.83～ 89, 2012 年 3 月 （ 単 著 ）  

［ 学 会 発 表 ］  

・「 北 部 九 州 に み る 山 笠 と 木 構 造 フ レ ー ム の 関 係 に つ い て 」，日 本 産 業 技 術 史 学 会 ，2012

年 6 月 （ 単 ）  

・「 北 部 九 州 山 笠 に み る 舁 き 棒 ・ 曳 き 棒 と 木 構 造 フ レ ー ム の 関 係 に つ い て 」， 日 本 都 市

学 会 ， 2012 年 10 月 （ 単 ）  

［ 展 示 ・ 企 画 ］  

・ 「 明 蓮 寺  光 の イ ン ス タ レ ー シ ョ ン 2009」 ， 平 成 21年 中 津 寺 町 と う ろ う 祭 り (大 分 県

中 津 市 )， 2009年 ８ 月 ９ 日 （ 共 ）  

［ デ ザ イ ン ］  

・「 デ ニ ム の ス ツ ー ル 」，特 許 庁 へ 意 匠 登 録（ 出 願 番 号  意 願 2011-7549），2011 年 ３ 月

（ 単 ）  

 

Ⅱ  教 育 活 動  

［ 担 当 科 目 ］  

1. 倉 敷 市 立 短 期 大 学 お よ び 専 攻 科 に お け る 担 当 授 業 科 目  

本  科 ： ベ ー シ ッ ク デ ザ イ ン Ⅰ ・ Ⅱ ， 表 現 演 習 Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ， 卒 業 研 究  

専 攻 科 ： 生 活 文 化 環 境 論 ， 立 体 制 作 Ⅰ ・ Ⅱ ， 造 形 表 現 ， 造 形 表 現 論 ， 特 別 研 究  

2.他 大 学 に お け る 授 業 科 目  

京 都 府 立 大 学  生 命 環 境 学 部  環 境 デ ザ イ ン 学 科 ： プ ロ ダ ク ト Ｃ Ａ Ｄ 演 習  
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趙  採沃（ CHO Chaiok）           服飾美術学科 /専攻科服飾美術専攻  講師  

表現（メディア・身体・造形）  

 

I  研 究 業 績  

［ 学 術 論 文 ］  

・「韓国におけるファッションアートのあり方― 1995 年 か ら 1996 年 ま で の 動 向 と そ の 意 義

を 中 心 に 」,『 基 礎 造 形 No.021』（ 日 本 基 礎 造 形 学 会 論 文 集・作 品 集 ）,pp37～ 44,2013

年 3 月 （ 単 著 ・ 査 読 あ り ）  

・「ファッションアートの変遷の特性と意義― 韓国のファッションアートの現状（１）」,『デザイン

学研究』（日本デザイン学会）, 2012 年 12 月受理済み（単著・査読あり） 

［展示］  

・ ＜日・韓現代美術展 2012－高橋勝とその仲間たち展＞,4 月 10～14 日,韓国文化院ギャラリー,単 

・ ＜アジアコスモポリタン交流アートコスモス展＞,8 月 18～ 24 日 ,Gallery SHIMIZU,単  

・ ＜ オリジナル・ミニミニ絵 画 展 ＞ ,10 月 1～ 6 日 ,GINZA ギャラリーアーチストスペース,単                       

・ ＜ 9th ク リ ス マ ス ・ ア ク リ ル BOX 展 ＞ ,12 月 ,GINZA ギャラリーアーチストスペース,単  

・ ＜ ア ジ ア 創 造 美 術 展 2013＞ ,2013 年 1 月 23 日 ～ 2 月 4 日 ,国 立 新 美 術 館 2 階 ,単  

［報告書］  

・「 山 笠 （ や ま か さ ） の 造 形 的 特 質 と そ の 変 遷 に 関 す る 研 究 １ 」 ,『 倉 敷 市 市 立 短 期

大 学 研 究 紀 要 第 56 号 』 ,pp91～ 92,2013 年 3 月 ,（ 共 著 ）  

・「 フ ァ ッ シ ョ ン ア ー ト 制 作 に 関 す る 研 究 ― そ の １ 」 ,『 倉 敷 市 市 立 短 期 大 学 研 究 紀

要 第 56 号 』 ,pp91～ 92,2013 年 3 月 ,（ 共 著 ）  

 

II 教 育 活 動  

［担当科目］  

１  倉 敷 市 立 短 期 大 学 お よ び 専 攻 科 に お け る 授 業 担 当 科 目  

本  科 ： CG 基 礎 演 習 ,モードデッサンⅠ・Ⅱ,服 飾 デ ザ イ ン 論 ,服 飾 デ ザ イ ン 演 習 な ど  

専 攻 科 ： ファッションアートⅠ･Ⅱ,服 飾 企 画 論 ,デ ザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト な ど  

［ 本 学 に お け る 課 外 活 動 の 指 導 な ど ］  

・  2012 秋 の せ ん い 児 島 瀬 戸 大 橋 ま つ り デ ザ イ ン コ ン テ ス ト ： 入 賞 6 名  

・ 倉敷ファッションプロンティア 2012：特別賞 2 名,企業賞 1 名,優秀デザイン画特別賞 1 名 

・ ＜ フ ァ ッ シ ョ ン ア ー ト サ ー ク ル 展 ＞ ,10 月 ,ファッションアートサークル 

 

III 社 会 活 動  

［ 講 演 ・ 指 導 ・ 助 言 等 ］  

・ ＜ 楽 し い 水 彩 画 ＞ ,倉 敷 市 5 大 連 携 講 座 ,10 月 2 日 ,9 日 ,16 日  
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道明  伸幸（ MICHIAKI Nobuyuki）  服飾美術学科 /専攻科服飾美術専攻  講師  

服飾材料学・アパレル工学  

 

 

I  研 究 業 績  

［ 報 告 書 ］  

・「 婦 人 用 衣 服 に 関 す る 研 究 （ 1 年 目 ／ 3 年 間 ）」， 倉 敷 市 立 短 期 大 学 共 同 研 究  

・「 生 理 的 ・ 心 理 的 側 面 か ら の ア パ レ ル 商 品 企 画 に 関 す る 研 究 2 年 目 ／ 3 年 間 」， 倉 敷

市 立 短 期 大 学 共 同 研 究  

 

 

II 教 育 活 動  

［ 担 当 科 目 ］  

１  倉 敷 市 立 短 期 大 学 お よ び 専 攻 科 に お け る 授 業 担 当 科 目  

  本  科 ： 服 飾 繊 維 学 ， 服 飾 材 料 学 ， 服 飾 繊 維 学 実 験 ， 服 飾 材 料 学 実 験 ， 服 飾 管 理

学 実 験 ， 情 報 処 理 演 習 ， Web 基 礎 演 習 ， ア パ レ ル 企 業 実 習  

  専 攻 科 ： 生 活 文 化 環 境 論 ， ア パ レ ル コ ン ピ ュ ー タ 論   

 

III 社 会 活 動  

[公 開 講 座 ] 

・「 繊 維 の 実 験 1 ～ 繊 維 を 学 ぶ ～ 」，倉 敷 市 立 短 期 大 学 公 開 講 座 講 師 ，2012 年 7 月 31

日  

・「 繊 維 の 実 験 2 ～ 糸 ・ 布 を 学 ぶ ～ 」， 倉 敷 市 立 短 期 大 学 公 開 講 座 講 師 ， 2012 年 8 月

1 日  
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上原  真樹（ MASAKI Uehara）        服飾美術学科 /服飾美術専攻  助教  

被服学・被服構成学・被服科学・ファッションコーディネート  

 

I  研 究 業 績  

［ 学 術 論 文 ］  

・「 洗 濯 補 助 具 の 消 費 性 能 」、 倉 敷 市 立 短 期 大 学 研 究 紀 要  第 56 号 2013 年 3 月 （ 共 著 ） 

 

 

II 教 育 活 動  

［ 担 当 科 目 ］  

１  倉 敷 市 立 短 期 大 学 お よ び 専 攻 科 に お け る 授 業 担 当 科 目  

  本  科 ：  服 飾 造 形 実 習 Ⅰ ～ Ⅳ 、 パ タ ー ン メ ー キ ン グ （ CAD を 含 む ） Ⅰ 及 び Ⅱ  

  専 攻 科 ：  パ タ ー ン メ ー キ ン グ 論  

 

［ 本 学 に お け る 課 外 活 動 の 指 導 な ど ］  

・「 文 芸 部 サ ー ク ル 」 顧 問 。 フ リ ー ペ ー パ ー の コ ン テ ス ト 指 導 と 手 芸 な ど の 技 術 指 導 。 

 

 

III 社 会 活 動  

［ 講 演 ・ 指 導 ・ 助 言 等 ］  

・ シ ー ア イ ラ ン ド ク ラ ブ 株 式 会 社 か ら の 依 頼 で 綿 繊 維 の 撚 り の 測 定 方 法 を 助 言 、

2012 年 6 月   

 

［ そ の 他 ］  

・ 第 15 回 日 本 バ ウ ン ド テ ニ ス ゴ ー ル ド 岡 山 大 会 2012～ ゴ ー ル ド カ ッ プ シ ニ ア チ ー ム

日 本 一 決 定 戦 ～ 大 会 要 項 表 紙 の デ ザ イ ン 案 を 作 成 、 2012 年 9 月  
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【本科】 （単位：人）

一般 社会人 帰国子女 外国人 推薦B センター 自己推薦 一般 社会人 帰国子女 外国人 推薦B センター

市内10人 市外15人 20人 若干名 若干名 若干名 若干名 5人 10人 市内8人 市外12人 専門若干名 20人 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

21 69 118 3 0 0 16 25 252 30 2 7 6 23 0 0 0 0 14 82

（1） （3） （2） （1） （0） （0） （0） （2） （9） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （3） （4）

21 68 116 3 0 0 16 25 249 30 2 7 6 22 0 0 0 0 14 81

（1） （3） （2） （1） （0） （0） （0） （2） （9） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （3） （4）

13 23 25 0 0 0 5 7 73 19 2 6 6 22 0 0 0 0 10 65

（0） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （1） （2） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （1） （1）

実質
競争率

1.6 2.9 4.6 3.2 3.5 3.4 1.5 1.0 1.1 1.0 1.0 1.4 1.2

13 23 21 0 0 0 5 5 67 19 2 6 6 17 0 0 0 0 4 54

（0） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （1） （2） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

0 0 7 0 0 0 0 2 9 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 3

（0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

13 23 14 0 0 0 5 3 58 19 2 6 6 15 0 0 0 0 3 51

（0） （1） （0） （0） （0） （0） （0） （1） （2） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

※実質競争率は受験者数／合格者数

※（　）内は男子を内数で計上

【出身地の内訳】

市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外

志願者数 21 6 63 21 7 90 5 1 10 7 1 17 2 0 1 56 15 181

合格者数 13 2 21 4 2 19 3 0 2 3 0 4 0 0 0 23 4 46

入学者数 13 2 21 3 0 11 3 0 2 1 0 2 0 0 0 20 2 36

市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外 市内 県内 県外

志願者数 6 12 12 2 4 9 3 5 15 0 0 0 1 6 7 0 0 0 12 27 43

合格者数 3 9 7 2 3 9 3 5 14 0 0 0 1 3 6 0 0 0 9 20 36

入学者数 3 9 7 2 3 9 2 3 10 0 0 0 1 0 2 0 0 0 8 15 28

【専攻科】

１次 2次 １次 2次

6 2 5 0 13

（0） （0） （0） （0） （0）

6 1 5 0 12

（0） （0） （0） （0） （0）

6 1 5 0 12

（0） （0） （0） （0） （0）

実質
競争率

1.0 1.0 1.0 1.0

5 1 5 0 11

（0） （0） （0） （0） （0）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

5 1 5 0 11

（0） （0） （0） （0） （0）

平成25年度　倉敷市立短期大学入学試験実施結果

平成25年4月1日

保育学科（定員50） 服飾美術学科（定員50）

推薦Ａ
計

推薦Ａ
計

志願者数

受験者数

合格者数

入学手
続者数

辞退者数

入学者数

専攻科（定員各５）

保育臨床 服飾美術
計

■保育学科

推薦（Ａ） 一般

志願者数

受験者数

合格者数

入学手
続者数

辞退者数

入学者数

■服飾美術学科

自己推薦 推薦（Ａ） 一般 推薦（Ｂ） センター利用 社会人・帰国子女 合計

推薦（Ｂ） センター利用 社会人・帰国子女 合計
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８．進路状況  
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平 成 24 年 度  卒 業 予 定 者 の 進 路 状 況 報 告 （ 平 成 25 年 4 月 21 日 現 在 ）  

 

就 職 内 定 状 況 一 覧 表  

 保 育 学 科 服飾美術学科 保育臨床専攻 服飾美術専攻 合  計 

卒 業 予 定 者 数 52 名(2) 50 名(4) 6 名(1) 3 名(0) 111 名(7) 

就 職 希 望 者 数 42 名(1) 36 名(1) 6 名(1) 3 名(0) 87 名(3) 

就職希望無・未定・その他 1 名(0) 2 名(2) 0 名(0) 0 名(0) 3 名(2) 

就 職 内 定 者 数 42 名(1) 30 名(1) 6 名(1) 3 名(0) 81 名(3) 

就 職 内 定 率 100.0% 83.3% 100.0% 100.0% 93.1% 

進 学 等 希 望 者 数 9 名(1) 12 名(1) 0 名(0) 0 名(0) 21 名(2) 

進 学 等 決 定 者 数 9 名(1) 10 名(1) 0 名(0) 0 名(0) 19 名(2) 

※ ( )＝ 内  男 性  

就 職 地 域  

 保 育 学 科 服飾美術学科 保育臨床専攻 服飾美術専攻 合  計 

倉 敷 市 内 10 名(0) 6 名(1) 2 名(1) 1 名(0) 19 名(1) 

岡山県内（倉敷市外） 7 名(0) 5 名(0) 1 名(0) 2 名(0) 15 名(0) 

岡 山 県 外 25 名(1) 19 名(0) 3 名(0) 0 名(0) 47 名(1) 

合   計 42 名(1) 30 名(1) 6 名(0) 3 名(0) 81 名(2) 

 

就 職 内 定 内 訳  

・ 保 育 学 科 （ 42／ 42 名 ）  

公務員（８名） 

【保育園・幼稚園】岡山市・東かがわ市・京田辺市（京都府）                                                                       

【保育園】府中市（広島県）②・京都市・宇佐市（大分県） 

三木町（香川県木田郡） 

私立幼稚園（3 名） 二番丁幼稚園・亀阜幼稚園（高松市）・金生幼稚園（四国中央市） 

私立保育所（28 名） 

若竹の園・連島東保育園・中野社会福祉協会・中山保育園・みちる保育園・弘恵

保育園・遍照保育園・浦田保育園・親和保育園・片島保育園・（倉敷市）・白鳩保

育園・弓之町乳児保育園・橘今保育園・岡北保育園・たちばな上中野保育園・協

立保育園（岡山市）・伏石さくら保育園（高松市）・誠心保育園（丸亀市）・松山隣

保館保育園（愛媛県松山市）・ミドリ保育園（愛媛県新居浜市）・かめの子保育園

（徳島市）・みのり乳児院（徳島県三好郡）・国府保育所（広島県府中市）・誠和会

（島根県浜田市）・㈱こどもの森グループ（東京都）・第二高取保育園（福岡県）・

YMCA かわさき保育園（神奈川県）・みのり保育園（長崎県平戸市） 

私立幼保一元化施設・認定

子ども園等（０名） 
 

公立［保育所・幼稚園及び

幼保一元化施設等の嘱託・

臨時・講師］（2 名） 

下松市立あおば保育園（下松市）・高知市立菜園場保育園（高知市） 

施設（1 名） 広島県同胞援護財団（広島市） 
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企業・その他（0 名）  

 

・ 服 飾 美 術 学 科 （ 30／ 36 名 ）  

服飾関連企業（24 名） 明石被服興業㈱・中重被服興業㈱・㈱NASH・㈱リセラ・LUCA（倉敷市）・靴下屋（岡

山市）・㈱ワールドストアパートナーズ・トリニティアーツ・エイ・ネット・ポイ

ント・㈱ファイブフォックス②・㈱クリエイション②・アズノゥアズ・㈱ウェア

ーズ・㈱アーミッシュ（東京都）・イトキン㈱（大阪府）・ヤマダヤ（愛知県）・ブ

ルーメイト（広島県福山市）・㈱アロー（大分市）・㈱こまつコーポレイション（北

九州市）・㈱インターナカツ（高知県）・リサ・クリエイティブプロダクツ（鳥取

県米子市） 

その他の企業（6 名） 岡山西農業協同組合（倉敷市）・協同精版印刷㈱・unico・ミツバファクトリー（岡

山市）・イズミゆめタウン（瀬戸内市）・ドン・キホーテ（東京都） 

企業以外（0 名）  

 

・ 保 育 臨 床 専 攻 （ 6／ 6 名 ）  

私立保育所（1 名） 若竹の園 

公立［保育所及び幼稚園の

嘱託・臨時・講師・児童指

導員］（6 名） 

倉敷市（幼）②・松江市出雲郷保育園（松江市）・松山市（保）・岡山市（幼）・出

雲市（幼） 

 

 

 

 

・ 服 飾 美 術 専 攻 （ 3／ 3 名 ）  

服飾関連企業（3 名） 児島㈱（倉敷市）・アズノゥアズ（岡山市）・㈱トップバディーズ（玉野市） 

 

進 学 決 定 先  

・ 保 育 学 科 （ 9／ 9 名 ）  

 
倉敷市立短期大学専攻科⑥・くらしき作陽大学・大栄公務員試験学院・ケンブリ

ッジインターナショナルカレッジ（オーストラリア） 

 

・ 服 飾 美 術 学 科 （ 10／ 12 名 ）  

 
倉敷市立短期大学専攻科⑤・岡山県立大学・山口県立大学                                                        

武蔵野美術大学・倉敷芸術科学大学・大阪芸術大学附属大阪美術専門学校 
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９．教育施設  
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９ ． 教 育 施 設  

 

 

１  校 地 面 積  14,176 ㎡  

２  ①  建 物 関 係  

施 設 名  構   造  延 床 面 積 (㎡ ) 備    考  

本  館  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  2,852 ㎡  
学 長 室 、 教 員 研 究 室 、 事 務 局 、 大 小 会 議 室 、 就

職 相 談 室 、 情 報 処 理 教 室 、 講 義 室 、 図 書 館 等  

１ 号 館  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  4,843 ㎡  

教 員 研 究 室 、 学 生 ホ ー ル 200 席 、 演 習 室 、 実 習

室 、 CAD・ CG 実 習 室 、 人 工 気 候 室 、 エ レ ベ ー タ

ー 等  

２ 号 館  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  1,551 ㎡  教 員 研 究 室 、 保 健 室 、 音 楽 教 室 、 図 画 工 作 室 等  

３ 号 館  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  398 ㎡  専 攻 科 室 （ 講 義 室 ） 、 実 習 室 、 和 室  

小  計    9,644 ㎡    

体 育 館  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト  1,846 ㎡  バ レ ー ボ ー ル 2 面 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 2 面  

計  
  

11,490 ㎡  
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２  ②  講 義 室 等 関 係  

 

講 義 室  

収 容 人 数  14 人  50 人  55 人  150 人  

室 数  2 3 1 1 （ 大 講 義 室 ）  

 

実 習 室 等  

保   育   学   科  

1 室  小 児 保 健 実 習 室  

1 室  小 児 栄 養 実 習 室  

1 室  音 楽 教 室  

1 室  親 子 交 流 広 場  

1 室  会 議 室 兼 演 習 室  

1 室  図 画 工 作 教 室  

1 室  ピ ア ノ 練 習 教 室  

1 室  ML 教 室  

服  飾  美  術  学  科  

1 室  CAD・ CG 実 習 室  

1 室  服 飾 美 術 展 示 室  

1 室  人 間 工 学 実 験 実 習 室  

1 室  恒 温 恒 湿 室  

1 室  人 工 気 候 室  

1 室  染 色 実 験 実 習 室  

1 室  被 服 材 料 実 験 実 習 室  

2 室  服 飾 造 形 実 習 室  

1 室  ビ ジ ュ ア ル デ ザ イ ン 実 習 室  

2 室  実 習 室  

2 室  織 物 実 習 室  

1 室  デ ザ イ ン 実 習 室  

1 室  デ ッ サ ン 室  

共   通   教   室  

1 室  LL 教 室  

2 室  情 報 処 理 室  

付   属   図   書   館  1 室  閲 覧 コ ー ナ ー な ど（ 蔵 書  約 84,000 冊 ） 
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１０．平成２４年度カリキュラム  
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カリキュラム 

 

本 学 の 目 的 は ，「 倉 敷 市 立 短 期 大 学 学 則 」 第 １ 条 に よ り ，「 教 育 基 本 法 」（ 平 成 18 年

法 律 第 120 号 ） 及 び 学 校 教 育 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 26 号 ） の 定 め る と こ ろ に 従 っ て ，

幼 児 教 育 及 び 服 飾 美 術 に 関 す る 専 門 的 な 理 論 と 実 際 的 な 技 能 の 教 授 及 び 研 究 を 行 う こ

と に よ り ， 教 養 豊 か な 社 会 人 を 育 成 す る こ と で あ る 。  

 

 

１  保 育 学 科  

 

 保 育 学 科 で は ， 一 人 一 人 の 学 生 の 主 体 性 と 個 性 を 尊 重 し た 少 人 数 体 制 に お け る 指

導 ・ 援 助 の 下 ， 保 育 者 と し て の 資 質 及 び 保 育 に 関 す る 専 門 的 知 識 ・ 技 能 並 び に そ れ ら

を 適 切 か つ 創 造 的 に 活 用 で き る 保 育 実 践 力 を 修 得 し ， 卒 業 後 に お い て も 学 び 続 け る 意

欲 を も っ た 保 育 者 の 養 成 を 目 的 と し て い る 。 ま た ， 保 育 学 科 が 目 指 す 保 育 者 像 と し て

「 保 育 ス ペ シ ャ リ ス ト と し て の 創 造 的 実 践 力 」「 あ た た か い 献 身 の 心 と 責 任 感 」を 土 台

に ， ① 主 体 的 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 ， ② 専 門 的 な 保 育 臨 床 ス キ ル ， ③ 専 門 職 と し て の 高

い 倫 理 観 ， と い っ た 3 つ の 柱 を 掲 げ て い る 。  

 保 育 学 科 の 教 育 課 程 は ，保 育 者 養 成 課 程 の 基 準 で あ る 児 童 福 祉 法（ 昭 和 24 年 法 律 第

147 号 ）及 び 児 童 福 祉 法 施 行 規 則（ 昭 和 23 年 厚 生 省 令 第 11 号 ）第 39 条 の 2 第 1 項 第

3 号 に 規 定 す る 修 業 科 目 に 則 し て ， ま た ， 幼 稚 園 教 諭 二 種 免 許 状 取 得 の た め の 基 準 で

あ る 教 育 職 員 免 許 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第 147 号 ） 及 び 教 育 職 員 免 許 法 施 行 規 則 （ 昭 和

29 年 文 部 省 令 第 26 号 ） に 規 定 す る 修 業 科 目 に 則 し て 構 成 さ れ て い る 。  

 保 育 学 科 の 卒 業 所 要 単 位 は ， 75 単 位 以 上 で あ る 。 う ち 基 礎 科 目 が 10 単 位 以 上 ， ８

区 分 に 分 類 さ れ た 専 門 科 目（ 保 育 原 理・保 育 内 容 の 研 究・保 育 実 習 な ど ）の 65 単 位 以

上 の 修 得 が 求 め ら れ る 。 卒 業 要 件 を 満 た し ， か つ 保 育 士 登 録 を 行 う こ と に よ っ て 保 育

士 資 格 を 取 得 す る こ と が で き る と と も に ， 選 択 に よ っ て 幼 稚 園 教 諭 二 種 免 許 状 ， 社 会

福 祉 主 事 （ 任 用 ） 資 格 の 取 得 が で き る 。 授 与 さ れ る 学 位 は ， 短 期 大 学 士 （ 教 育 学 ） で

あ る 。  

 保 育 学 科 で は ， 学 生 の ニ ー ズ と 社 会 か ら の 要 請 に 対 応 す る た め ， 各 科 目 に お い て ，

地 域 と 連 携 し な が ら 授 業 展 開 を 行 っ て い る 。 保 育 者 養 成 と い う 保 育 学 科 の 基 本 的 目 的

に 照 ら し て ， 保 育 実 習 や 教 育 実 習 で は ， 倉 敷 市 内 の 保 育 所 ・ 幼 稚 園 に お い て 実 習 を 行

っ て い る ほ か ， 保 育 現 場 で 活 用 で き る 実 践 力 を 向 上 さ せ る た め に ， あ る い は 実 習 だ け

で は 補 え な い 実 践 力 を 育 む た め に ， 各 科 目 で 工 夫 し て 授 業 が 行 わ れ て い る 。 ま た 学 生

の 興 味 ・ 関 心 に よ る 研 究 活 動 あ る い は 実 践 活 動 を 各 担 当 教 員 の 指 導 の も と で 行 う 「 総

合 演 習 」 で は ， 平 成 20 年 度 ま で は ，「 総 合 演 習 報 告 会 」 と し て ， 学 内 の 教 員 や 学 生 に

対 し て ，取 り 組 ん だ 内 容 を 発 表 し て い た が ，平 成 21 年 度 か ら は「 倉 敷 市 立 短 期 大 学  こ

ど も の 森 」 と 称 し て ， 学 内 外 を 問 わ ず ， 広 く 一 般 の 方 々 に 公 開 す る こ と と し ， 人 材 育

成 の み な ら ず ， 大 学 資 源 の 地 域 へ の 還 元 も 視 野 に 入 れ て ， 展 開 を 試 み て い る 。  
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２  服 飾 美 術 学 科  

 

 服 飾 美 術 学 科 で は ， 芸 術 ・ デ ザ イ ン ・ フ ァ ッ シ ョ ン に 関 す る 基 礎 的 な 理 論 と 技 術 の

修 得 を 通 じ て ，多 様 な メ デ ィ ア や テ ク ノ ロ ジ ー に 対 す る 理 解 力 と 多 角 的 な 視 点 を 養 い ，

学 内 外 を 学 び の 場 と し て 捉 え ， 積 極 的 に 行 動 し 考 え る こ と の で き る ， 創 造 的 で 実 践 的

な ク リ エ ー タ ー の 育 成 を 目 的 と し て い る 。  

 服 飾 美 術 学 科 の 卒 業 所 要 単 位 は ，62 単 位 以 上 で あ る 。う ち 基 礎 科 目 が 10 単 位 以 上 ，

４ 区 分 に 分 類 さ れ た 専 門 科 目 の 52 単 位 以 上 の 修 得 が 求 め ら れ る 。ま た ，上 述 の 教 育 目

的 を ふ ま え て ， 現 場 で 活 用 で き る 実 践 力 を 養 え る よ う ， ア パ レ ル 企 業 実 習 な ど 地 域 産

業 と も 連 携 し て い る 。 授 与 さ れ る 学 位 は 短 期 大 学 士 （ 服 飾 美 術 学 ） で あ る 。  

 服 飾 美 術 学 科 で は ， 教 育 目 的 及 び 教 育 目 標 に 照 ら し て ， そ れ ぞ れ の 分 野 に 必 要 な 授

業 科 目 が 配 置 さ れ て お り ， 実 践 的 な 知 識 や 技 術 の 養 成 を 目 的 と し ， 理 論 的 思 考 や 技 術

力 の 向 上 を 目 指 し て い る 。 １ 年 次 前 期 よ り 専 門 科 目 を 履 修 す る こ と に よ り ， 専 門 分 野

に 対 す る 意 識 を 早 々 に 芽 生 え さ せ る こ と が で き る 。 卒 業 研 究 に つ い て は ， １ 年 次 後 期

に ゼ ミ 訪 問 を 行 い ， ２ 年 に 進 級 す る 前 か ら 卒 業 研 究 に 対 す る 意 識 向 上 を 図 り ， 十 分 な

取 り 組 み が で き る よ う に な っ て い る 。ま た ，学 生 の ニ ー ズ や 社 会 か ら の 要 請 を 踏 ま え ，

地 域 企 業 と の 連 携 を 図 り な が ら ， 取 り 組 ん で い る こ と も 学 科 の 特 徴 で あ る 。 教 員 の 有

す る 専 門 性 と 授 業 内 容 の 相 関 は 強 く ，各 教 員 の 研 究 成 果 が 授 業 内 容 に 反 映 さ れ て い る 。

補 充 教 育 に つ い て は ， 必 要 に 応 じ 各 科 目 で 行 わ れ て お り ， 授 業 時 間 外 に も 適 宜 教 員 が

指 導 時 間 を 設 け 各 学 生 に 対 応 し て い る 。 ま た ， ２ 年 に １ 回 ヨ ー ロ ッ パ 研 修 の 機 会 を 設

け て お り ，希 望 者 の み の 参 加 で は あ る が ，フ ァ ッ シ ョ ン や 芸 術 に つ い て の 研 修 を 約 10

日 間 の 日 程 で 実 施 し て い る 。 イ ン タ ー ン シ ッ プ は 現 在 行 わ れ て い な い が ， そ れ に 代 わ

る も の と し て 「 ア パ レ ル 企 業 実 習 」 を 設 置 し 単 位 認 定 を し て い る 。  

 

 

 

 

 

３  専 攻 科  

 

 専 攻 科 保 育 臨 床 専 攻 は ， 保 育 学 科 に お け る カ リ キ ュ ラ ム 内 容 を 習 得 し ， 保 育 士 資 格

ま た は 幼 稚 園 教 諭 普 通 二 種 免 許 状 を 取 得 し た も の を 入 学 さ せ ， よ り 高 度 な 臨 床 的 ・ 実

践 的 な 知 識 ・ 技 能 を 有 す る 「 子 育 て 支 援 の 専 門 家 」 の 育 成 を 目 的 と し た 課 程 で あ る 。  

専 攻 科 服 飾 美 術 専 攻 は ，服 飾 美 術 学 科 に お け る カ リ キ ュ ラ ム 内 容 の 修 得 を 基 礎 と し て ，

さ ら に 高 度 な 専 門 知 識 や 技 術 を 修 め ， 社 会 構 造 の 変 化 に 即 応 し た 実 践 力 の 育 成 を 図 る

課 程 で あ る 。  

 し た が っ て ， 保 育 臨 床 専 攻 ， 服 飾 美 術 専 攻 の カ リ キ ュ ラ ム は 学 科 に お い て 修 め た 知

識 や 技 術 を さ ら に 深 め る こ と を 前 提 に 設 置 さ れ て い る 。 専 攻 科 と 学 科 の 教 育 と の 連 携

を 考 慮 し て ， 専 攻 科 の 授 業 科 目 と 学 科 の そ れ と の 関 連 図 を 作 成 し ， 学 科 に お い て 修 め

た 知 識 や 技 術 を さ ら に 深 め る こ と を 目 指 し た カ リ キ ュ ラ ム の 編 成 を 行 っ て い る 。  

 両 選 考 の カ リ キ ュ ラ ム と も ， 大 学 評 価 ・ 学 位 授 与 機 構 か ら 認 定 を 受 け て お り ， 本 科

と 専 攻 科 と の 教 育 課 程 上 で の 関 連 に つ い て は ， 既 に 認 め ら れ て い る 。  
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（ １ ） 保 育 臨 床 専 攻  

 保 育 臨 床 専 攻 は ， 短 期 大 学 等 で の 幼 児 教 育 ・ 保 育 に 関 す る 学 修 を 基 礎 に ， 一 人 一 人

の 学 生 の 主 体 性 と 個 性 を 尊 重 し た 少 人 数 体 制 に お け る 指 導 ・ 援 助 の 下 ， 保 育 者 と し て

の 資 質 及 び 保 育 ・ 子 育 て 支 援 に 関 す る よ り 高 度 な 専 門 知 識 ・ 技 能 並 び に そ れ ら を 適 切

か つ 創 造 的 に 活 用 で き る 保 育 臨 床 的 実 践 力 を 修 得 し ， 修 了 後 に お い て も 学 び 続 け る 意

欲 を も っ た 子 育 て 支 援 の 専 門 家 の 育 成 を 目 的 と し ， 次 の ３ 点 を 教 育 方 針 と し て い る 。

（ 1） 教 育 内 容 上 の 方 針 と し て ，「 子 育 て 支 援 」 の 臨 床 的 ・ 実 践 的 な 力 量 を 高 め る ， と

り わ け 障 が い 児 の 「 子 育 て 支 援 」 に 関 す る 専 門 家 と し て の 力 量 を 高 め る こ と に 力 点 を

置 く 。（ 2） 教 育 ・ 指 導 の 方 法 ・ 形 態 上 の 方 針 と し て ， 少 人 数 制 で あ る こ と を い か し ，

一 人 一 人 の 学 生 の 興 味・関 心・能 力 に 応 じ た ，き め こ ま や か な 教 育・指 導 を 行 う 。（ 3）

臨 床 的 ・ 実 践 的 な 知 識 ・ 技 術 の 習 得 の み な ら ず ， そ の 実 践 を 主 体 的 に 理 論 化 す る 能 力

の 育 成 に も 力 を 注 ぐ 。 以 上 の 目 的 ・ 教 育 方 針 に 沿 っ て ， 授 業 科 目 が 配 置 さ れ て い る 。

（ 1）の 方 針 を 具 体 化 す る た め に ，専 門 科 目 の 充 実 を 図 っ て い る 。特 別 支 援 教 育 に 関 す

る 科 目 の う ち ， 市 内 ３ つ の 子 育 て 支 援 機 関 で 行 う 「 子 育 て 支 援 体 験 実 習 」 や 発 達 障 が

い 児 と 関 わ る 中 で 実 際 的 は 支 援 を 学 ぶ「 ADHD・AS 臨 床 実 習（ 平 成 19 年 に 授 業 名 変 更 。

平 成 15～ 18 年 は LD・ADHD キ ャ ン プ 実 習 ）」は ，学 外 で の 実 習 科 目 で あ り ，学 内 の み に

と ど ま ら な い 教 育 ・ 指 導 の 場 を 設 け て ， 子 育 て 支 援 の 専 門 家 養 成 に 努 め て い る 。（ 2）

に つ い て は ， 学 生 が 自 身 の 興 味 ・ 関 心 ・ 問 題 意 識 に 基 づ い た 主 体 的 な 研 究 を 行 う 「 特

別 研 究 」 を 必 修 科 目 と し て お り ， 複 数 の 教 員 に よ る 指 導 が 行 わ れ る 体 制 が 作 ら れ て い

る 。 ま た 「 特 別 研 究 」 は 教 育 方 針 （ 3） を 実 現 さ せ る 科 目 で も あ る 。  

 保 育 臨 床 専 攻 に お い て は ，「 子 育 て 支 援 の 専 門 家 」 を 育 成 す る と い う 目 的 に 従 っ て ，

複 数 の 子 育 て 支 援 機 関 に お け る 学 外 実 習 を 設 け て お り ， 昨 今 特 に 社 会 か ら の 要 請 が 高

い 人 材 の 養 成 に 努 め て い る 。 学 生 は 種 々 の 実 習 を 通 し て 現 代 の 子 育 て 支 援 に つ い て 実

際 に 体 験 し ， 理 解 を 深 め る こ と が で き る 。 実 習 以 外 の 授 業 に お い て も ， 現 場 で の 実 践

力 を 高 め る 工 夫 が な さ れ て い る 。 こ れ ら の 授 業 は ， 学 生 の 専 門 性 の 向 上 の み な ら ず ，

地 域 連 携 ， 知 識 ・ 技 能 の 地 域 へ の 還 元 に も つ な が る 取 組 み で あ る 。  

 保 育 臨 床 専 攻 の 授 業 科 目 の 総 単 位 数 は ， 専 門 教 育 科 目 （ 63 単 位 ） と 関 連 科 目 （ 14

単 位 ） を 合 わ せ て 77 単 位 で あ る 。 修 了 所 要 単 位 は ， 専 門 科 目 40 単 位 以 上 ， 関 連 科 目

４ 単 位 以 上 で ，開 設 さ れ て い る 科 目 の う ち ，約 63%以 上 の 専 門 教 育 科 目 ，約 28%以 上 の

関 連 科 目 の 単 位 を 取 得 す る こ と が 必 須 と な っ て い る 。 ま た ， 専 門 教 育 科 目 の 各 領 域 に

お い て は ， 1 つ 以 上 の 科 目 が 必 修 と な っ て お り ， 各 専 門 領 域 に お け る 基 幹 的 な 知 識 や

技 術 を 網 羅 的 に 習 得 す る こ と と し て い る 。 開 設 さ れ て い る 科 目 の う ち ， 講 義 形 式 の 授

業 は 20 科 目 ， 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 形 式 の も の は 25 科 目 で ， 授 業 内 容 に 合 わ せ た 形 態 が

採 用 さ れ て お り ， 専 門 知 識 ・ 技 術 の 学 習 と 実 践 の 場 が 設 け ら れ て い る 。 個 々 の 授 業 に

お い て は ， 実 際 の 映 像 等 の 視 聴 覚 教 材 を 利 用 し て 学 生 の 学 習 を 促 す 授 業 も 行 わ れ て い

る 。 入 学 定 員 は 各 専 攻 ５ 名 で あ る た め ， い ず れ の 授 業 も 少 人 数 で 行 わ れ る 。 少 人 数 制

の 授 業 で あ る こ と か ら ， 学 生 と 教 員 と が よ り 密 接 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う こ と が

で き ， 学 生 の 疑 問 や ニ ー ズ に こ た え や す い 体 制 と な っ て い る 。  

 特 別 研 究 の 指 導 担 当 者 は 教 授 で あ る が ， 他 の 職 位 の 教 員 も 指 導 の 補 助 を 行 う こ と と

し て お り ，学 生 は 多 方 面 か ら の 助 言 を 受 け る こ と が 可 能 で あ る 。修 了 論 文 が 大 学 評 価・

学 位 授 与 機 構 の 審 査 を 通 過 す れ ば ， 学 士 （ 教 育 学 ） が 取 得 で き る 。 ま た ， 幼 稚 園 教 諭

一 種 免 許 状 も 取 得 で き る 。  
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（ ２ ） 服 飾 美 術 専 攻  

 服 飾 美 術 専 攻 の 授 業 科 目 は ， 関 連 科 目 ・ 専 門 科 目 で の 専 門 的 な 修 学 と 各 分 野 に よ る

特 別 研 究 の 修 学 で 構 成 さ れ て い る 。 専 門 科 目 の 区 分 と し て は 総 論 ， 服 飾 ， 特 別 研 究 が

開 設 さ れ て お り ， 関 連 科 目 の 区 分 と し て は 自 然 科 学 ， 美 学 ， 情 報 ， 教 育 学 ， 社 会 学 が

開 設 さ れ て い る 。 特 別 研 究 は 講 義 ・ 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 等 で 学 ん だ 知 識 ・ 技 術 を 応 用 し

て ， 各 自 の テ ー マ に つ い て 研 究 お よ び 課 題 制 作 に 取 り 組 む 体 制 を と っ て い る 。 ま た ，

大 学 評 価 ・ 学 位 授 与 機 構 の 審 査 を 通 過 す れ ば ， 学 士 （ 家 政 学 ） が 取 得 で き る 。  

 服 飾 美 術 専 攻 は 教 育 の 目 的 に 基 づ き ， 講 義 ， 演 習 ， 実 験 ， 実 習 等 の 授 業 形 態 の 組 合

せ ・ バ ラ ン ス を 定 め て お り ， そ れ ぞ れ の 教 科 の 教 育 内 容 に 応 じ た 学 習 指 導 法 を 目 指 し

て い る 。 服 飾 美 術 専 攻 に お け る 修 了 所 要 単 位 数 は 合 計 62 単 位 で ， そ の う ち 専 門 科 目

40 単 位 以 上 ， 関 連 科 目 ４ 単 位 以 上 を 取 得 し な け れ ば な ら な い 。  

 残 り 18 単 位 以 上 は 専 門 科 目・関 連 科 目 か ら い ず れ か を 選 択・取 得 す る こ と と 規 定 し

て い る 。専 門 科 目 は 総 論 区 分 ６ 単 位 以 上 ，服 飾 区 分 講 義 18 単 位 以 上 ，演 習・実 験・実

習 ６ 単 位 以 上 の 40 単 位 以 上 と 規 定 し ，学 力 向 上 や ，即 戦 力 お よ び バ ン ラ ン ス の 取 れ た

人 材 育 成 を 目 指 し て い る 。  

 入 学 定 員 は ，「 倉 敷 市 立 短 期 大 学 学 則 」 第 42 条 に お い て 服 飾 美 術 専 攻 ５ 名 と し ， 少

人 数 の 一 層 専 門 化 さ れ た 指 導 体 制 が 組 ま れ て い る 。 専 門 科 目 お よ び 関 連 科 目 に は マ ル

チ ・ メ デ ィ ア を 駆 使 し た 講 義 ， 少 人 数 の 長 所 を 生 か し た き め 細 か い 指 導 に よ る 授 業 が

展 開 さ れ て い る 。  

 服 飾 美 術 専 攻 に お け る 「 特 別 研 究 」 で は ， そ れ ぞ れ の 分 野 に 所 属 し ， 少 人 数 制 の 指

導 を 行 っ て い る 。 特 別 研 究 （ １ － ２ 年 次 通 年 ） で は ， 指 導 教 員 と 学 生 の １ 対 １ に よ る

体 系 的 指 導 を 行 い ， 学 生 の 専 門 性 や 関 心 分 野 に よ っ て 一 層 専 門 性 の 高 い 指 導 法 が 採 ら

れ て い る 。 修 了 論 文 執 筆 に お い て は ， 学 生 の 自 発 的 な 研 究 意 欲 を 重 視 し た 対 話 型 の 学

習 指 導 法 を 実 施 す る こ と に よ っ て 研 究 成 果 を 高 め て お り ， 毎 年 度 末 に 学 内 で 行 わ れ て

い る 修 了 研 究 発 表 会 と 倉 敷 市 立 美 術 館 に お け る 修 了 制 作 展 を 通 じ て 勉 学 の 成 果 を 発 表

し ， 高 度 の 専 門 性 を 促 す と 同 時 に 客 観 化 を 図 っ て い る 。  

 ま た 学 外 演 習 と し て 企 業 と の 共 同 研 究 ， 学 外 で の 作 品 に よ る 展 覧 会 企 画 ， も の づ く

り を 通 じ た 地 域 交 流 な ど ， ア パ レ ル に 特 化 し た 専 門 教 育 だ け で は な く ， 生 活 者 と 生 活

者 ， あ る い は 生 活 者 と 地 域 社 会 と い っ た 「 関 係 性 を 創 造 す る デ ザ イ ン 力 」 を 重 視 し た

カ リ キ ュ ラ ム を 行 っ て い る 。 ま た ， 服 飾 美 術 学 科 で の 授 業 の 一 環 と し て 行 な わ れ る ヨ

ー ロ ッ パ 研 修 旅 行 の 自 主 的 な 参 加 も 可 能 で あ り ， 多 角 的 な 学 習 が で き る 体 制 を と っ て

い る 。  
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必修 選択 前期 後期 前期 後期 保資 幼免 特別

美学 講義 2 ○ ○ 森山

文学 講義 2 ○ 安達

基 国語表現 講義 2 ○ 森

日本国憲法 講義 2 ○ ● 矢吹

生命科学 講義 2 ○ 秋山

数学 講義 2 ○ 大原

礎 心理学 講義 2 ○ 門田

国際福祉論 講義 2 開講せず

情 情報機器の操作Ⅰ 演習 1 ○ ● 大原

報 情報機器の操作Ⅱ 演習 1 ○ ● 大原

科 英語Ⅰ（コミュニケーション） 演習 1 ○ ● ● 安達

英語Ⅱ（コミュニケーション） 演習 1 ○ ● ● 安達

英語Ⅲ 講義 2 ○ 安達

英語Ⅳ 講義 2 ○ 安達

目 保健 健康科学概論（1/4） 講義 1 ● ● 奥富

体育 スポーツ（3/4） 実技 1 ● ● 奥富

10 8 2

必修 選択 前期 後期 前期 後期 保資 幼免 特別

保育原理Ⅰ 講義 2 ○ ● 三輪

保育原理Ⅱ 講義 2 ○ ● 三輪

教育原理 講義 2 ○ ● ● 三輪

児童家庭福祉 講義 2 ○ ● 安形

社会福祉 講義 2 ○ ● 安形

相談援助 演習 1 ○ ● 安形

社会的養護Ⅰ 講義 2 ○ ● 長田

社会的養護Ⅱ 講義 2 ○ ● 眞次

発達心理学Ⅰ 講義 2 ○ ● ● 門田

発達心理学Ⅱ 演習 1 ○ ● 門田

教育心理学 講義 2 ○ ● （未定）

専 幼児臨床心理学　（注1） 演習 2 ○ ● ● 門田

子どもの保健Ⅰ 講義 4 ● 寺薗

子どもの保健Ⅱ 演習 1 ● 寺薗

子どもの食と栄養 演習 2 ● 小野

家庭支援論 講義 2 ○ ● 三田・門田

保育内容総論 演習 1 ○ ● 木戸

保育内容の研究・健康⑴ 演習 1 ○ ● ● 奥富

保育内容の研究・健康⑵ 演習 1 ○ ● ● 奥富

保育内容の研究・人間関係 演習 1 ○ ● ● 木戸

保育内容の研究・環境 演習 1 ○ ● ● 藤井

門 保育内容の研究・言葉 演習 1 ○ ● ● 溝手

保育内容の研究・表現Ⅰ 演習 1 ○ ● ● 野村

保育内容の研究・表現Ⅱ⑴ 演習 1 ○ ● ● 金山

保育内容の研究・表現Ⅱ⑵ 演習 1 ○ ● ● 金山

保育内容の研究・表現Ⅲ 演習 1 ○ ● ● 溝手

保育内容の研究・表現Ⅳ 演習 1 ○ ● ● 溝手

乳児保育概論 講義 2 ○ ● 寺薗

乳児保育演習 演習 2 ● 河合

社会的養護内容 演習 1 ○ ● 新田

障がい児保育 演習 2 ● 長田・眞次

科 保育相談支援 演習 1 ○ ● 眞次

音楽Ⅰ⑴ 演習 2 ● ● 野村

音楽Ⅰ⑵ 演習 2 ● ● 野村・三川

音楽Ⅱ⑴ 演習 2 ● ● 三川

音楽Ⅱ⑵ 演習 1 ○ ● ● 三川

音楽Ⅲ 演習 1 ○ ● ● 三川

図画工作⑴ 演習 1 ○ ● ● 金山

図画工作⑵ 演習 1 ○ ● ● 金山

幼児体育⑴ 演習 1 ○ ● ● 奥富

幼児体育⑵ 演習 1 ○ ● ● 奥富

目 児童文化 演習 2 ● ● 溝手

保育実習Ⅰ⑴ 実習 2 保育所 ● 木戸・岡野

保育実習Ⅰ⑵ 実習 2 施　設 ● 寺薗

保育実習Ⅱ 実習 2 保育所 ● 木戸・岡野

保育実習Ⅲ 実習 2 施　設 ● 寺薗

保育実習法Ⅰ 演習 2 ● 木戸・寺薗

保育実習法Ⅱ・Ⅲ 演習 1 ○ ● 木戸・寺薗
教職論 講義 2 ○ ● ● 三輪

保育方法技術論 講義 2 ○ ● 田中

幼児教育課程論 講義 2 ○ ● ● 木戸

教育実習　 実習 4 ● 三輪・溝手

教育実習法 演習 1 ○ ● 三輪

保育・教職実践演習 演習 2 ● ● 三輪・木戸

総合演習 演習 2 保育学科全教員

65 61 4

75 69 6

卒業所要単位数　(専門科目)

卒業所要単位数　(合計)

学則第16条に基づき，（注1）の演習科目は15時間の授業をもって1単位とする。

保

育

実

習
⊂⊃

教

職
幼稚園

⊂⊃

⊂⊃

保
育
の
内
容
・
方
法

⊂⊃

⊂⊃

保
育
の
表
現
技
術

（
教

科

に

関

わ

る

科

目

）

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

２年次 資格取得関連科目
担当教員

保
育
の
本
質
・
目
的

保
育
対
象
の
理
解

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

１年次
系列 区分 授　　業　　科　　目 種別

単位数

卒業所要単位数　(基礎科目)

保育学科教育計画表
平成２４年度入学生用

系列 区分 授　　業　　科　　目 種別
学則単位数 １年次 ２年次 資格取得関連科目

担当教員

一

般

教

育

外

国

語

⊂⊃

⊂⊃
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必修 選択 前期 後期 前期 後期

講義 2 ○ ○ 森山 《基礎科目の履修方法》

講義 2 ○ ○ 安達

講義 2 ○ ○ 森    服飾美術学科の基礎科目は，情報

講義 2 ○  ○ 矢吹  処理演習，英語を含む１０単位以上

講義 2 ○ ○ 三輪  を履修のこと

講義 2 ○ ○ 秋山  ・情報処理演習，Ｗｅｂ基礎演習の

講義 2  ○ 大原  いずれかを１単位以上修得。

講義 2 ○ ○ 門田  ・英語Ⅰ（コミュニケーション），

演習 ○ 大原・道明  英語Ⅱ  （コミュニケーション）の

演習 ○ 大原・道明  いずれかを１単位以上修得。

演習 ○ 安達  なお，２年生は一般教育科目を

演習 ○ 安達  時間割上で履修可能であれば受講で

講義 2 (○) 安達  きる。

講義 2 ○ 安達  表中の（○）は，専門科目と同時

演習 1 　 開講せず  開講予定で，科目の選択によって

演習 1 　 開講せず  受講できる可能性がある。

演習 1 ○ ○ 石井

講義 2 ○ ○ 石井

保健 講義 1 ⊂ ⊃ 渡辺

体育 実技 1 ⊂ ⊃ 渡辺

10 2 8

必修 選択 前期 後期 前期 後期

総論 講義 2 ○ 上村

講義 2 ○ 宇野 集中講義　隔年（平成24年度開講）

講義 2 ○ 内田

実習 1 ○ 内田・福村・上原

実習 1 ○ 上原

実習 1 ○ 福村・上原

実習 1 ○ 福村・上原

演習 1 ○ 内田・上原

演習 1 ○ 内田・福村・上原

実習 2 ○ 服飾美術学科全教員 集中講義

講義 2 ○ 佐藤

実験 1 ○ 佐藤・道明

講義 2 ○ 陶山

講義 2 ○ 道明

実験 1 ○ 道明

講義 2 ○ 道明

実験 1 ○ 道明

講義 2 ○ 佐藤

実験 1 ○ 佐藤

講義 2 ○ 佐藤

講義 2 ○ 柳原 隔年開講（平成24年度開講）

講義 2 ○ 陶山

講義 2 ○ 柳沢

講義 2 ○ 田中（勝）

演習 1 ○ 大原

講義 2 ○ 趙

演習 1 ○ 趙

演習 1 ○ 趙

演習 1 ○ 趙

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 趙

講義 2 ○ 上村

演習 1 ○ 上村

実習 1 ○ 内田

講義 2 ○ 守田 隔年開講（平成25年度開講）

講義 2 ○ 青木 集中講義

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 田中

演習 1  ○ 田中

演習 1 ○ 菊地

実習 1 ○ 菊地

実習 1 ○ 小寺

演習 1 ○ 上村

演習 1 ○ 野村（真）

実習 1 ○ 野村（真）

演習 1 ○ 松内

演習 1 ○ 松内

演習 1 ○ 松内

演習 1 ○ 松内

演習 1 ○ 松内

演習 2 ⊂ ⊃ 服飾美術学科全教員

52 23 29

62 25 37

服飾美術学科教育計画表

平成２４年度入学生用

系列 区分 授 業 科 目 種別
学則単位 １年次 ２年次

担 当 教 員 備    考

基

礎

科

目

一

般

教

育

美学

文学

国語表現

日本国憲法

教育学

生命科学

数学

フランス語Ⅱ

健康科学概論（１／４）

スポーツ（３／４）

卒業所要単位数（基礎）

1

英語Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 1

英語Ⅲ

心理学

情

報

情報処理演習 1

Ｗｅｂ基礎演習 1

外

国

語

英語Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

英語Ⅳ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

２年次
担 当 教 員系列 区分 授 業 科 目 種別

服飾造形実習Ⅰ

服飾造形実習Ⅱ

服飾造形実習Ⅲ

服飾造形実習Ⅳ

学則単位 １年次

ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ(CAD)Ⅰ

ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ(CAD)Ⅱ

アパレル企業実習

服飾管理学

備  考

専

門

科

目

服飾芸術総論

服

飾

服飾文化史

服飾造形論

服飾材料学

服飾材料学実験

服飾人間環境学

服飾人間環境学実験

服飾管理学実験

染色加工学

服飾繊維学

服飾繊維学実験

消費生活論

消費者調査法

服飾デザイン論

服飾デザイン演習

服飾人間工学

身体科学論

アパレル消費科学

マーケティング論

ビジュアルデザインⅠ

ビジュアルデザインⅡ

モードデッサンⅠ

モードデッサンⅡ

テキスタイルデザインⅠ

テキスタイルデザインⅡ

CG基礎演習

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｰｼｮﾝ論

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｰｼｮﾝ演習

手工芸

染織Ⅱ

染色

基礎デッサン

人体デッサン

表現演習Ⅰ

表現演習Ⅱ

ビジュアルデザインⅢ

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ演習

卒業所要単位数（基礎専門科目）

卒業所要単位数（合計）

表現演習Ⅲ

ベーシックデザインⅠ

ベーシックデザインⅡ

卒業研究

美

　

術

美術史

カラーコーディネート論

染織Ⅰ
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前期 後期 前期 後期

情報処理論 講義 2 選択 ○ 大原

国語表現法演習 演習 1 選択 ○ 定金

アメリカ女性史 講義 2 必修 ○ 宮城

音楽鑑賞法 演習 1 選択 ○ 三川

スポーツ１ 実技 1 必修 ○ 奥富

スポーツ２ 実技 1 選択 ○ 奥富

生活福祉論 講義 2 選択 ○ 安形

造形表現論 講義 2 選択 ○ 松内 隔年(H24)

立体制作Ⅰ 演習 1 選択 ○ 松内

立体制作Ⅱ 演習 1 選択 ○ 松内

関　連　科　目　計 14

学教 子どもの人権教育論 講義 2 必修 ○ 三輪 ●

に育 教育行政論 講義 2 選択 ○ 三輪 隔年(H25) ◎

関学 教育映像表現演習 演習 1 選択 ○ 安達

す・ 発達心理学特論 講義 2 必修 ○ 門田 ◎

専 る教 発達臨床心理学 講義 2 選択 ○ 長田

科育 教育心理学研究法 講義 2 選択 ○ 門田 隔年(H25) ◎

目心 生理心理学 講義 2 選択 ○ 門田 隔年(H24)

　理 心理学実験 実験 2 選択 門田

関教 児童文化特論１ 講義 2 選択 ○ 溝手 ○

す科 児童文化特論２ 講義 2 選択 ○ 溝手 ○

門 る教 音楽実技内容研究1 演習 2 選択必修 野村 ○

科育 音楽実技内容研究2 演習 2 選択必修 三川 ○

目に 幼児の運動遊び演習 演習 1 選択 ○ 奥富 隔年(H24) ○

幼児保育制度論 講義 2 必修 ○ 秋川 ◎

幼 比較教育特論 講義 2 選択 ○ 三輪 隔年(H24) ●

児 幼児教育課程特論 講義 2 必修 ○ 木戸 ◇

教 教 音楽教育指導法 演習 2 選択 野村 隔年(H24) ◇

育 子どもと家族の保育相談 講義 2 選択 ○ 寺薗 隔年(H24)

・ 小児の看護と保育 講義 2 選択 ○ 寺薗 隔年(H25)

保 幼児健康支援学演習 演習 1 選択 ○ 奥富 隔年(H25) ◇

育 専門英語文献講読 演習 2 必修 安達

に 幼児の環境デザイン演習 演習 1 選択 ○ 金山 隔年(H25)　

育 関 保育内容特別演習（健康） 演習 1 必修 ○ 奥富 隔年(H25)　 ◇

す 保育内容特別演習（造形表現１） 演習 1 必修 ○ 金山 隔年(H24) ◇

る 保育内容特別演習（造形表現２） 演習 1 選択 ○ 金山 隔年(H24) ◇

科 保育内容特別演習（劇的表現１） 演習 1 必修 ○ 溝手 隔年(H25) ◇

目 保育内容特別演習（劇的表現２） 演習 1 選択 ○ 溝手 隔年(H25) ◇

親子支援演習Ⅰ 演習 2 必修 木戸

科 親子支援演習Ⅱ 演習 1 選択 ○ 木戸

特別研究 演習 4 必修

子育て支援体験実習 実習 4 必修 安形 集中(４週)

す特 LD・ADHD臨床特論 講義 2 必修 ○ 柳原外

る殊 乳児保育特論１ 講義 2 必修 ○ 寺薗

科教 乳児保育特論２ 講義 2 選択 ○ 寺薗

目 目育 障がい児臨床演習 演習 1 選択 ○ 眞次 隔年(H25)

　に ADHD・AS臨床実習 実習 2 必修 長田 集中　

　関　関臨床動作学 演習 1 選択 ○ 長田

専　門　科　目　計 66

80

○教科に関する科目

◇教職・教育課程及び指導法に関する科目

保育学科全教員

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

⊂⊃

　●教科又は教職に関する科目

　◎教職・基礎理論に関する科目

⊂⊃

⊂⊃ ⊂⊃

総　単　位　数

卒業所要単位数は合計62単位で、そのうち専門科目40単位以上、関連科目4単位以上を取得しなければならない。

幼免１種

関

連

科

２年次 担当
教員

備　　考

⊂⊃

⊂⊃
１教科以上選択

保育臨床専攻教育計画表
平成２４年度入学生用

授業
形態

単位数 必修選択
１年次

目
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必修 選択 前期 後期 前期 後期

自然 講義 2 ○ 内田 隔年開講H24

科学 講義 2 ○ 陶山 隔年開講H24

講義 2 ○ 髙嶋 隔年開講H25

講義 2 ○ 松内 隔年開講H24

演習 1 ○ 藤木

演習 1 ○ 藤木

演習 1 ○ 藤木

演習 1 ○ ウォルトン

演習 1 ○ 松内

演習 1 ○ 松内

演習 1 ○ 松内

情報 講義 2 ○ ○ 大原

演習 1 ○ ○ 定金

演習 1 ○ ○ 三川
社会学 講義 2 ○ 宮城

21

4～21

必修 選択 前期 後期 前期 後期

講義 2 ○ 上村 隔年開講H24

講義 2 ○ 安形

講義 2 ○ 趙 隔年開講H25

講義 2 ○ 趙 隔年開講H24

講義 2 ○ 趙 隔年開講H24

演習 1 ○ 趙

演習 1 ○ 趙

講義 2 ○ 内田・福村・上原 集中講義

実習 1 ○ 福村

実習 1 ○ 内田

実習 1 ○ 福村

講義 2 ○ 内田 隔年開講H25

演習 1 ○ 内田 隔年開講H24

講義 2 ○ 田中 隔年開講H24

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 田中

演習 1 ○ 田中

講義 2 ○ 福村 隔年開講H24

講義 2 ○ 佐藤 隔年開講H24

講義 2 ○ 佐藤 隔年開講H25

実験 1 ○ 佐藤

実習 2 ○ 田中

講義 2 ○ 道明 隔年開講H24

演習 1 ○ 大原

講義 2 ○ 柳沢 隔年開講H25

講義 2 ○ 上村 隔年開講H25

講義 2 ○ 上村 隔年開講H24

演習 1 ○ 上村

演習 1 ○ 上村

講義 2 ○ 陶山・神馬・片山 隔年開講H24

実習 2 ○ 服飾美術学科全教員 集中

実習 8 ⊂ ⊃ ⊂ ⊃ 服飾美術学科全教員

12 49

12 28～47

62 12 50

卒業所要単位数は合計62単位で，そのうち専門科目40単位以上，関連科目4単位以上を取得しなければならない。

残り18単位以上は専門科目・関連科目のいずれかより取得すればよい。

専門科目は，総論区分 6単位以上，服飾区分 講義18単位以上，演習・実験･実習6単位以上の40単位以上とする。

衣服論

ライフプロダクト論

被服生理学

被服生理学実験

卒業所要（専門科目）単位数

卒業所要単位数（合計）

ライフプロダクト演習Ⅰ

ライフプロダクト演習Ⅱ

アパレル経営論

アパレル産業研修

服

飾

パターンメーキング論

服飾造形実技Ⅰ

服飾造形実技Ⅱ

ファッションアート演習Ⅱ

手工芸演習

特別研究

専門科目　計

Web応用演習

繊維・ファッション産業論

アパレルコンピュータ論

ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅱ

工芸染織

被服心理学

被服衛生学

ファッションデザイン論

服飾企画論

デザインマネジメント

ファッションアート演習Ⅰ

染色実習

担 当 教 員 備    考

専

門

科

目

総

論

生活文化環境論 講義 4 　　⊂ ⊃　
内田・佐藤・田中・福

村・松内・上村・趙・

道明

服飾造形実技Ⅲ

手工芸論

テキスタイルデザイン論

ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ演習Ⅰ

生活情報論

生活福祉論

種別
学則単位 １年次 ２年次

アメリカ女性史

関連科目　計

卒業所要（関連科目）単位数

系列 区分 授 業 科 目

情報処理論

教育学 国語表現法演習

音楽鑑賞法

ビジュアルデザイン演習Ⅱ

立体制作Ⅰ

立体制作Ⅱ

造形表現

備    考

色彩工学

品質管理

ビジュアルアート論

ドローイングⅠ

ドローイングⅡ

ビジュアルデザイン演習Ⅰ

服飾美術専攻教育計画表

平成２４度入学生用

系列 区分 授 業 科 目 種別

関

連

科

目

美

学

学則単位 １年次 ２年次
担 当 教 員

造形表現論
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１１．学生生活  
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学 生 生 活 （ 本 学 が 徴 収 す る 費 用 ， 修 学 ・ 進 路 指 導 及 び 心 身 の 健 康 に か か わ る 支 援 ）  

 

１  サ ー ク ル 活 動  

  本 学 に は 現 在 下 記 の サ ー ク ル が あ り ， 活 発 な 活 動 を 展 開 し て い る 。  

 

 

 

表 1 サ ー ク ル 活 動 一 覧  

       （ 参 考 ： 平 成 24 年 度  部 ・ ク ラ ブ ・ 同 好 会 等 設 立 届 ）  

 

 

 

 

  

 
サークル名 顧問 部員構成（人） 活動内容 

文 
 

化 
 

系 

茶道部 内田洋子 12 茶道 

倉敷市立短大子どもの劇場 溝手恵里 22 人形劇や劇の公演 

Kid’s ABC 安達励人 6 幼児期にふさわしい英語活動の実践 

ファッションアートサークル 趙 採沃 7 展覧会の開催、親睦にかかわる活動 

WITH 長田実 9 障がい児支援ボランティア 

THE ☆ MAC 長田実 6 障がい児親の会の支援 

軽音楽部 内田 洋子 21 ライブ活動、練習 

文芸部 上原 真樹 9 文化・芸能について意見交換等 

smile recipe 寺薗 さおり 10 郷土料理の調理・文化祭等での提供 

体 
 

育 
 

系 

運動体験部 奥富庸一 54 親子ふれあいパークの実践 

スポーツサークル 趙 採沃 13 球技を中心とした活動 

バレーボール 奥富庸一 17 バレーボール実践 

バトミントン 安形 元伸 12 バトミントン実践 

KURADAN 上原真樹 21 ダンスを通した身体表現 
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２  本 学 が 徴 収 す る 費 用  

 本 学 の 入 学 志 願 者 は 入 学 検 定 料 を ， 合 格 の 通 知 を 受 け た 者 は 入 学 料 を ， 在 学 生 ， 研

究 生 及 び 科 目 等 履 修 生 は 授 業 料 を ， 再 試 験 を 受 け よ う と す る 者 は 再 試 験 手 数 料 を 納 入

す る こ と と な る （ 表 2）。  

 

 

表 2 本 学 が 徴 収 す る 費 用  

 

入学検定料 

入学料 

授業料 再試験手数料 
市内に住所を 

有する者 

市外に住所を 

有する者 

保育学科 

服飾美術学科 
18,000 円 112,800 円 169,200 円 

年額 

390,000 円 

１科目 

1,000 円 

保育臨床専攻 

服飾美術専攻 
18,000 円 112,800 円 169,200 円 

年額 

390,000 円 

１科目 

1,000 円 

研究生 9,800 円 56,400 円 84,600 円 
月額 

29,700 円 
― 

科目等履修生 9,800 円 18,800 円 28,200 円 
１単位 

14,800 円 

１科目 

1,000 円 

（ 参 照 ： 倉 敷 市 立 短 期 大 学 条 例 第 5 条 ）  

 

 

３  奨 学 金 制 度  

 日 本 学 生 支 援 機 構 に お け る 奨 学 金 に は ， 入 学 前 （ 高 等 学 校 在 学 時 ） に 奨 学 金 支 給 が

予 約 決 定 し て い る 学 生 を 含 め ， 第 一 種 奨 学 金 ， 第 二 種 奨 学 金 が あ る 。 そ の 他 ， 保 護 者

の 経 済 的 理 由 に よ り 修 学 が 難 し い 学 生 は ， 減 免 ま た は 徴 収 の 猶 予 の 範 囲 で 授 業 料 に 関

す る 措 置 を 講 じ て い る 。  

 平 成 19 年 度 ～ 平 成 23 年 度 の 5 年 間 を 種 別 に み る と ，一 種（ 無 利 子 ）が 合 計 131 名

（ 平 均 26.2 名 ），二 種（ 有 利 子 ）が 合 計 200 名（ 平 均 40.0 名 ）で あ る 。な お ，こ の

う ち 30 名 が 両 者 の 併 用 貸 与 者 で あ る 。 在 学 申 請 貸 与 者 に つ い て は ， 貸 与 希 望 者 の 数

の 37.5％ と な っ て い る 。  

※ 併 用 貸 与 者 と は ， 第 一 種 奨 学 金 と 第 二 種 奨 学 金 を 同 時 に 貸 与 さ れ て い る 学 生 の こ と

を い う 。  
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表 3 平 成 19 年 度 ～ 平 成 23 年 度  学 生 の 奨 学 金 の 申 し 込 み ・ 推 薦 状 況  

 第     一     種 第     二     種  

 

保
育
学
科 

 

服
飾
美
術
学
科 

 

専
攻
科
・
保
育
臨
床
専
攻 

専
攻
科
・
服
飾
美
術
専
攻 

合 
 

 
 

計 

保
育
学
科 

 

服
飾
美
術
学
科 

 

専
攻
科
・
保
育
臨
床
専
攻 

専
攻
科
・
服
飾
美
術
専
攻 

合 
 

 
 

計 
総
合
計
（
併
用
） 

入学年度 予約 在学 予約 在学 在学 在学  予約 在学 予約 在学 在学 在学   

H23 11 2 3 5 1 3 25 19 2 20 2 1 0 44 69(5) 

H22 4 6 2 7 4 2 25 14 1 13 1 0 4 33 58(2) 

H21 8 9 2 3 1 3 26 13 6 21 5 0 3 48 74(8) 

H20 8 9 6 2 2 2 29 13 3 14 5 1 1 37 66(7) 

H19 10 5 2 5 3 1 26 12 4 12 9 0 1 38 64(5) 

 

 

４  学 生 会 主 催 の 年 間 行 事  

 学 生 会 行 事 に つ い て は ， 学 生 会 顧 問 が 支 援 と 助 言 を 行 っ て い る 。 行 事 の 事 業 費 は 各

年 度 の 予 算 計 画 に 基 づ き ， 入 学 時 に 徴 収 す る 学 生 会 費 （ ２ 年 分 ） 12,000 円 （ 平 成 22

年 度 ） か ら 支 出 さ れ て い る 。  

 

    ４ 月  新 入 生 歓 迎 会  

    7 月  七 夕  

   10 月  学 園 祭  

   12 月  ク リ ス マ ス 会  

    2 月  卒 業 パ ー テ ィ ー  
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１ ２ ． 平成 24 年度の主な 行事（平成 24 年 4 月 1 日～ 25 年 3 月 31 日）  

 

月  日  行  事  

4 月 5 日  

 

 4 月 8 日  

 4 月 9 日～ 10 日  

 4 月 11 日  

 4 月 25 日～ 26 日  

 5 月 ～  

 5 月 ～  

 5 月 28 日～ 6 月 7 日  

 6 月 下旬  

 6 月 12 日  

 6 月 22 日  

 7 月  

 7 月  

 7 月 １日～５日  

 7 月 11 日  

 7 月 11 日～ 8 月 31 日  

7 月 11 日～ 31 日  

平成 25 年度入学式（本学体育館）  

倉敷市立短期大学後援会総会（ 301 教室）  

前期オリエンテーション  

健康診断  

前期授業開始  

宿泊研修（保育学科  牛窓，服飾美術学科  京都）  

学生部就職個人面接  

進学説明会・進学ガイダンス（県内外の高校および会議場） 

保育学科  保育実習 I（ 1）  

文部科学省入試説明会  

人権講演会  

倉敷市民間保育所ガイダンス  

子育て支援体験実習  

高校訪問・進学ガイダンス  

保育学科  教育実習 I 期  

アパレル工場見学  

夏季休業  

補講・代替授業・集中講義  
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7 月 12 日～ 25 日  

 7 月 28 日  

 8 月  

 8 月 19 日～ 8 月 30 日  

 8 月 25 日  

 9 月 12 日～ 25 日  

 9 月 13 日～ 27 日  

 9 月 24 日  

 9 月 29 日  

9 月 30 日  

  

10 月  

 

 

10 月 1 日  

 10 月 1 日～ 6 日  

10 月 3 日  

 10 月 12 日～ 13 日  

 10 月 30 日～ 11 月 8 日  

 11 月  

 11 月 5 日  

服飾美術学科  アパレル企業実習  

オープンキャンパス  

保育学科  ホームカミングガイダンス  

補講・代替授業・集中講義  

自己推薦入試説明会  

保育学科  保育実習 II  

保 育学科  保育実習 III  

自 己推薦入試  

オープンキャンパス  

オリエンテーション  

 

保 育学科  就職ガイダンス  

保育士登録・幼免申請説明会  

デニムウィーク  

後期授業開始  

専攻科学士申請  

創立記念日  

大学祭  

保育学科  保育実習 I（ 2）  

保育臨床専攻  子育て支援体験実習  

推薦 A 入試，社会人・帰国子女特別選抜  
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11 月 6 日～ 26 日  

12 月上旬  

 12 月 5 日  

 12 月 21 日～ 1 月 10 日  

 12 月 24 日～ 27 日  

 1 月  

 1 月 6 日～ 10 日  

 1 月 14 日  

 1 月 31 日  

 2 月 7 日  

 2 月 8 日～ 9 日  

 2 月 21 日  

 2 月 25 日～ 3 月 2 日  

  

 3 月 5 日  

 3 月 20 日  

保育学科  教育実習 II 期  

専攻科  学士試験  

専攻科入試（ 1 次）  

冬季休業  

補講・代替授業  

本科・専攻科 1 年  就職個人面接  

補講・代替授業  

後期授業再開  

一般入試  

服飾美術学科  卒業研究発表会  

保育学科・保育臨床専攻  こどもの森  

専攻科入試（ 2 次）・外国人特別選抜  

服飾美術学科・服飾美術専攻  卒業・修了制作展（倉敷市

立美術館）  

推薦入試 B 

平成 24 年度卒業証書・修了証書授与式（本学体育館）  
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１ ３ ． 事 業 予 算  

 

 

○ 平 成 25 年 度 事 業 費 予 算  

（ 単 位 ： 千 円 ）  

経  費  区  分  予 算 額  

財 源 内 訳  

内  容  説  明  国 県  

支 出 金  

特 定  

財 源  

一 般 財 源  

短 期 大 学 一 般 管 理 経 費  

短 期 大 学 教 務 管 理 経 費  

短 期 大 学 施 設 整 備 事 業  

専 攻 科 関 係 経 費  

短 期 大 学 付 属 図 書 館 運  

短 期 大 学 地 域 貢 献 事 業  

職 員 給 与 費  

54,033 

23,863 

5,693 

2,368 

5,400 

8,540 

254,586 

0 

0 

0 

0 

0 

3,974 

0 

54,033 

23,863 

5,693 

2,368 

5,400 

0 

22,098 

0 

0 

0 

0 

0 

4,566 

232,488 

運 営 及 び 施 設 の 管 理 経 費  

教 育 及 び 研 究 に か か る 経 費  

施 設 及 び 機 器 備 品 の 整 備 経 費  

専 攻 科 の 運 営 経 費  

付 属 図 書 館 運 営 経 費  

地 域 貢 献 に か か る 経 費  

教 職 員 分  

短 期 大 学 費  計  354,483 3,974 113,455 237,054  

 

 

○ 短 期 大 学 費 の 内 訳 （ 決 算 額 ）  

 （ 単 位 ： 千 円 ）  

      年  度  

区  分  
平 成 20 年 度  平 成 21 年 度  平 成 22 年 度  平 成 23 年 度  

支

出  
短 期 大 学 費  362,922 351,684 393,368 372,409 

収   

入  

国 県 支 出 金  0 0 48,907 16,758 

授 業 料 ・ 入 学 金 等  121,176 125,916 115,187 117,638 

一 般 財 源  241,746 225,768 229,274 238,013 

計  362,922 351,684 393,368 372,409 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


